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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。
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/251
主
な
内
容

◆健康ガイド
高齢者肺炎球菌予防接種
はお済みですか、こども
クッキング、妊婦歯科健
診　ほか …９面

◆福祉のひろば
家具転倒防止器具の取り
付け、介護予防キャラバ
ン、障害者福祉センター
絵画展　ほか …８面

世
帯
と
人
口

２８.２.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５８,０２０ （９増） 男 ５８,４３３ （６減）
人　口 １１８,０１５ （３７増） 女 ５９,５８２ （４３増）

◆催し
おはなし会、春の江戸東
京野菜を使った料理教室、
環境楽習館食育講座　ほ
か …１１・１２面

◆お知らせ
児童発達支援センター運営協議会委
員募集、ご紹介します各種奨学資金
制度、一時保育をご利用ください、
春の火災予防運動　ほか …２～８面

〈
申
告
に
必
要
な
書
類
〉

▽　

収
入
金
額
を
証
明
で
き
る
書

類
（
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
な
ど
）

▽　

所
得
金
額
を
算
出
す
る
際
に

使
用
し
た
収
入
お
よ
び
経
費
を

証
明
で
き
る
書
類
（
収
支
内
訳

書
な
ど
）

〈
各
種
控
除
の
あ
る
方
〉

　

社
会
保
険
料
・
医
療
費
・
寡
婦

（
寡
夫
）・
障
害
者
な
ど
の
諸
控
除

が
あ
る
方
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
や
市
・
都
民
税
の
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
還
付
や
、
市
・
都
民
税

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
に

係
る
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保

険
料
・
地
震
保
険
料
控
除
、
医
療

費
控
除
、
寄
附
金
税
額
控
除
等
を

受
け
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
証

明
書
・
領
収
書
が
必
要
で
す
。

（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

〈
申
告
書
の
提
出
は 

郵
送
で
も
行
え
ま
す
〉

　

申
告
書
の
「
控
」
が
必
要
な
方

は
、
切
手
を 
貼 
り
、
あ
て
先
を
明

は

記
し
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
・
都
民
税
】

　

封
筒
の
表
に
、
赤
字
で
「
市
・

都
民
税
申
告
書
在
中
」と
明
記
し
、

市
民
税
課
へ
。

【
所
得
税
】

　

封
筒
の
表
に
、
赤
字
で
「
確
定

申
告
書
在
中
」
と
明
記
し
、
武
蔵

野
税
務
署
へ
。

※　

平
日
の
受
付
時
間
内
に
武
蔵

野
税
務
署
へ
行
け
な
い
場
合

は
、
税
務
署
正
門
わ
き
設
置
の

時
間
外
文
書
収
受
箱
に
投 
函 
す

か
ん

る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
市
で
は
、
時
間

外
収
受
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）

〈
公
的
年
金
等
を 

受
給
し
て
い
る
方
へ
〉

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が　

万
円
以
下
で
、
公
的
年

４００

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が　

万
円
以
下
で
あ
る
方

２０

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
の
還

付
を
受
け
る
に
は
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
の

方
で
も
、
医
療
費
控
除
、
各
種
保

険
料
控
除
な
ど
を
追
加
す
る
こ
と

で
、
市
・
都
民
税
が
減
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

市
・
都
民
税
の
申
告
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

市
・
都
民
税
の
申
告
が 

必
要
な
方

①　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

２８

小
金
井
市
に
住
ん
で
い
る
方

　

市
か
ら
転
出
を
予
定
し
て
い
る

方
も
、
忘
れ
ず
に
小
金
井
市
の
市

民
税
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、次
の
方
は
除
き
ま
す
。

▽　

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
（
し
た
）
方

▽　

１
か
所
か
ら
受
け
る
給
与
収

入
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
か
ら

小
金
井
市
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

▽　

公
的
年
金
等
収
入
の
み
の
方

で
、
小
金
井
市
に
公
的
年
金
等

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
方
（
社
会
保
険
料
や
医
療
費

な
ど
の
諸
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
申
告
し
て
く
だ
さ

い
）

▽　

市
内
に
住
ん
で
い
る
方
の
扶

養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方

②　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

２８

小
金
井
市
に
住
ん
で
い
な
い
方

で
、
市
内
に
家
屋
敷
、
事
務
所
、

事
業
所
を
有
し
て
い
る
方

　

妻
子
の
み
市
内
に
住
ん
で
い
る

単
身
赴
任
者
な
ど
の
場
合
は
、
家

屋
敷
課
税
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
が
必
要
で
す
。

 　

平
成　

年
中
に
所
得
が
な
か
っ

２７

所
得
が
な
か
っ
た
方
も 

申
告
を

た
方
も
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行

や
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
す
る

た
め
に
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
書
用
紙
裏
面
に
あ
る
「
所

得
が
な
か
っ
た
方
の
記
入
欄
」
の

該
当
す
る
と
こ
ろ
に
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

市
で
は
、
申
告
期
間
中
に
臨
時

窓
口
を
開
設
し
、
市
・
都
民
税
申

告
書
の
受
け
付
け
お
よ
び
市
・
都

民
税
の
申
告
相
談
、
申
告
書
用
紙

の
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
窓
口
で
は
、
電
話

で
の
お
問
い
合
わ
せ
等
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
。

と　

き　

２
月　

日
～
３
月　

日

２１

１３

の
毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

１
時

と
こ
ろ　

市
民
税
課
窓
口
（
市
役

所
第
二
庁
舎
３
階
）

 
①　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
方

　

平
成　

年
中
の
所
得
金
額
の
合

２７

計
額
が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
て
い
る
方

②　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

▽　

給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超

え
て
い
る
方

▽　

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
の
合
計
が　

万
円
を
超

２０

え
て
い
る
方

▽　

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
方

③　

株
式
や
不
動
産
の
譲
渡
が
あ

っ
た
方

確
定
申
告
が
必
要
な
方
の 

代
表
的
な
例

 　

次
の
よ
う
な
場
合
に
、
確
定
申

告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

添
付
す
る
書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
必

要
で
す
。

　

申
告
の
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽　

一
定
の
要
件
の
マ
イ
ホ
ー
ム

を
、
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
（
増

改
築
）
し
た
場
合

▽　

原
則
と
し
て　

万
円
超
の
医

１０

療
費
を
負
担
し
た
場
合

▽　

年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就

職
し
て
い
な
い
場
合

確
定
申
告
を
す
る
と 

税
金
が
還
付
さ
れ
る
方

 　

税
務
署
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
申
告
書
作
成
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

tt

p
://w
w
w
.n
ta.go

.jp
/

）
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。
作
成

し
た
申
告
書
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
で

き
ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
等
の
様

式
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 　

税
務
署
で
は
申
告
書
作
成
会
場

を
開
設
し
、
申
告
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
駐
車
場
は
４
月
下
旬
ま

で
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き 

ま
す

確
定
申
告
書
作
成
会
場
の 

開
設

「
税
制
改
正
等
の
お
知
ら
せ
」「
市
・
都
民
税
の
申
告
Ｑ
＆
Ａ
」
は
２
面
に
掲
載

市市市市市市市市市市・・・・・・・・・・都都都都都都都都都都民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税（（（（（（（（（（住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税））））））））））、、、、、、、、、、所所所所所所所所所所得得得得得得得得得得税税税税税税税税税税おおおおおおおおおおよよよよよよよよよよびびびびびびびびびび復復復復復復復復復復興興興興興興興興興興特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別所所所所所所所所所所得得得得得得得得得得市・都民税（住民税）、所得税および復興特別所得税税税税税税税税税税税

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告ははははははははははははははははははははは正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正しししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ申告は正しくお早めにににににににににににににににににににににに申告は正しくお早め申告は正しくお早めにに 申告受付期間は
2 月16日火〜 
　3 月15日火

市
・
都
民
税
の
申
告
は
市
役
所
へ

申
告
期
間
中
の
月
曜
～
金
曜
日
午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
５
時
お
よ
び
臨
時
窓
口

受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

月
曜
～
金
曜
日
お
よ
び
２
月　

日
（
日
）、

２１

　

日
（
日
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

２８

相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談

　

市
・
都
民
税
の
申
告
は
市
の
市
民
税
課
で
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
（
以
下
所
得
税
）
の
確
定
申
告
は
武
蔵
野
税
務
署
で
、

そ
れ
ぞ
れ
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
申
告
受
付
期
間
中
に
限
り
、
記

入
済
み
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
市
の
市
民
税
課
で
も
お
預
か
り
で

き
ま
す
。

　

例
年
、
３
月
に
入
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の

申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
申
告
に
は
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先

▽　

市
・
都
民
税
＝
市
民
税
課
市
民
税
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
１
９
）

０４２

３８７

▽　

所
得
税
＝
武
蔵
野
税
務
署
（
〒　

儿
８
５
２
２
武
蔵
野
市
吉
祥

１８０

寺
本
町
３
儿　

儿
１
☎
０
４
２
２
儿　

儿
１
３
１
１
）

２７

５３

申
告
共
通
事
項

市
・
都
民
税
、
所
得
税
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選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
就
退
任

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
小

川
和
彦
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

が
１
月　

日
付
け
で
辞
職
し
た

３１

た
め
、
２
月
１
日
付
け
で
池
田

祥
子
氏
（
写
真
）
を
補
充
し
、

委
員
と
決
定
し
ま
し
た
。

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
☎　

儿　

儿
９
８
８

０４２

３８７

１
）

税
制
改
正
等
の
お
知
ら

税
制
改
正
等
の
お
知
ら
せせ

o

q

p

r

ssssssssssssssssss

ssssssssssssssssss

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

Ｑ　平成27年中は無収入で
したが、申告は必要ですか？
Ａ　所得がなかった方も、国
民健康保険税の軽減措置の判
定や、非課税証明書の交付に
必要ですので、申告をお願い
します。
Ｑ　65歳以上で寡婦（寡
夫）に該当します。公的年金
等支払者に提出する扶養親族
等申告書に寡婦（寡夫）の申
告をするのを忘れてしまいま

したが、市・都民税で寡婦
（寡夫）を申告する必要はあ
りますか？
Ａ　申告の必要があります。
寡婦（寡夫）控除の適用を受
けるためには、確定申告また
は市・都民税の申告をお願い
します。寡婦（寡夫）の要件
に該当し、前年の合計所得金
額が１２５万円以下の方は、
市・都民税が非課税になりま
す。

市・都民税市・都民税のの
申申告告 QQ＆＆AA

〈
個
人
市
・
都
民
税
に
お
け

る
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
の
見
直
し
〉

【
仮
特
別
徴
収
税
額
の
算
定
方
法

の
見
直
し
（
仮
特
別
徴
収
税
額

の
平
準
化
）
】

　

公
的
年
金
に
お
け
る
年
間
特
別

徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図
る
た

め
、
仮
特
別
徴
収
税
額
を
「
前
年

度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

割
額
と
均
等
割
額
の
合
算
額
（
年

税
額
）
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
と
す
る
」こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 
【
転
出
・
税
額
変
更
が
あ
っ
た
場

合
の
特
別
徴
収
継
続
の
見
直

し
】

　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対

象
者
が
他
市
区
町
村
に
転
出
し
た

場
合
や
特
別
徴
収
の
税
額
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
特

特別徴収仮特別徴収
区分

２月１２月１０月８月６月４月

（年税額－仮特別徴収額）
×１／３

前年度分の特別徴収額×１／３
（前年２月と同額）改正前

（年税額－仮特別徴収額）
×１／３

（前年度分の年税額×１／２）
×１／３改正後

※　平成２８年１０月１日以後に実施する特別徴収から適用。
※　本改正は、仮特別徴収税額の算定方法の見直しを行うものであり、税負担となる年税
額の増減はありません。

別
徴
収
は
停
止
と
な
り
、
普
通
徴

収
（
納
付
書
に
よ
る
納
付
方
法
）

に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
定
の
要
件
の
も
と
で
特
別
徴
収

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

〈
寄
附
金
控
除（
ふ
る
さ
と

納
税
）に
係
る
見
直
し
〉

【
所
得
税
の
最
高
税
率
引
き
上
げ

に
伴
う
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

係
る
特
別
控
除
額
の
算
定
方
法

の
改
正
】

　

平
成　

年
分
以
後
の
所
得
税
の

２７

最
高
税
率
が　

％
か
ら　

％
に
引

４０

４５

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
寄

附
金
税
額
控
除
に
係
る
特
例
控
除

額
の
算
定
に
用
い
る
所
得
税
の
限

界
税
率
が
課
税
所
得
金
額
４
千
万

円
超
の
場
合
は　

％
と
す
る
こ
と

４５

と
な
り
ま
し
た
。

【
特
例
控
除
額
の
拡
充
（
特
例
控

除
限
度
額
の
引
き
上
げ
）
】

　

平
成　

年
度
以
後
の
個
人
市
・

２８

都
民
税
か
ら
、
都
道
府
県
・
市
区

町
村
に
対
す
る
寄
附
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
に
つ
い
て
の
特
例
控
除

額
限
度
額
が
個
人
市
・
都
民
税
所

得
割
額
の
２
割
（
改
正
前
１
割
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
平

成　

年
以
後
の
寄
附
金
か
ら
適

２７
用
）

【
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
」
の
創
設
】

　

確
定
申
告
の
不
要
な
給
与
所
得

者
等
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

行
わ
な
く
て
も
、
所
得
税
・
個
人

市
・
都
民
税
の
寄
附
金
控
除
を
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
「
ふ
る
さ
と
納

税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
４

２７

月
１
日
以
後
に
行
う
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
で
あ
り
、
寄
附
先
の
団
体

数
が
５
団
体
以
内
の
場
合
で
確
定

申
告
（
住
民
税
申
告
を
含
む
）
を

行
う
必
要
の
な
い
方
が
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」を
利
用
せ
ず
、

確
定
申
告
を
行
う
場
合
、
寄
附
分

を
含
め
て
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

不
要
☎　

儿　

儿
９
８
４
８ 
　

０４２

３８７

０４２

儿　

儿
２
５
２
４
死s0

5
0
2
9
9

３８４

@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）

 　

市
で
は
、
平
成　

年　

月　

日

２７

１１

２０

～　

月　

日
に
、
第
３
次
子
ど
も

１２

２０

読
書
活
動
推
進
計
画
（
案
）
に
対

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
検
討
結
果
お
よ
び
そ
の
理
由
が

FAX

第
３
次
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
（
案
）
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
検
討
結
果

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

意
見
数
・
人
数　

４
件
・
３
人

配
布
・
閲
覧
場
所
等　

市
役
所
第

二
庁
舎
１
階
受
付
、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６

階
）
、
公
民
館
各
館
、
福
祉
会
館
、

婦
人
会
館
、
総
合
体
育
館
、
図
書

館
本
館
・
各
分
室
、
保
健
セ
ン
タ

儿
、
東
小
金
井
駅
開
設
記
念
会
館

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
・

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３

 　

東
京
三
弁
護
士
会
多
摩
支
部
主

催
の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
５
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階

市
民
相
談
室

定　

員　

６
人
（
申
込
順
。
１
人

　

分
）

３０申　

込　

２
月　

日
～
３
月
２
日

１７

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
広
報
秘

書
課
広
聴
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
☎　

儿　

儿
９
８
１
８
）

０４２

３８７

無
料
法
律
相
談
会

 　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き

ら
り
」
の
業
務
内
容
等
を
検
証
す

る
た
め
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

３
人
（
多
数
抽
選
）

対　

象　

同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
る
、
ま
た
は
、
し
た
こ
と
の

あ
る
児
童
の
保
護
者

※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ーー

運
営
協
議
会
委
員
を
募

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集集

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附

属
機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ

に
限
り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
）

※　

市
の
関
係
者
は
除
く
。

任　

期　

４
月
１
日
～
平
成　

年
３０

３
月　

日
（
年
４
回
程
度
開
催
）

３１

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
用
紙
配
布
場
所　

２
月　

日
１５

か
ら
、
自
立
生
活
支
援
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
２
階
）
、
同
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

２９

ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
応
募
用

紙
を
自
立
生
活
支
援
課
へ
。

問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）

問合先内　容ところと　き名　称

生涯学習課文化財係
（☎０４２－３８７－９８７９）

文化財の指定・登録につ
いて

市役所第二庁舎８
階８０２会議室

２月１７日（水）
１０：００〜文化財保護審議会

児童青少年課児童青少年係
（☎０４２－３８７－９８４７）

専門委員会による青少年
問題に関する協議

市役所第二庁舎８
階８０２会議室

２月１８日（木）
１０：００〜

第３回青少年問題協議会専
門委員会

企画政策課企画政策係
（☎０４２－３８７－９８２６）

行財政改革の推進につい
て

市役所本庁舎３階
第一会議室

２月１８日（木）
１８：３０〜第４回行財政改革市民会議

介護福祉課包括支援係
（☎０４２－３８７－９８４５）主治医連携などについて市役所第二庁舎８

階８０１会議室
２月１８日（木）
１９：００〜

第３回在宅医療・介護連携
推進会議

生涯学習課生涯学習係
（☎０４２－３８７－９８７９）

生涯学習推進計画につい
て　ほか

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

２月１９日（金）
９：３０〜社会教育委員の会議

企画政策課企画政策係
（☎０４２－３８７－９８００）

市民参加条例の運用状況
等について

商工会館２階大会
議室

２月１９日（金）
１９：００〜第４３回市民参加推進会議

生涯学習課文化財係
（☎０４２－３８７－９８７９）市史編さん活動について市役所第二庁舎８

階８０１会議室
２月２２日（月）
１０：００〜市史編さん委員会

公民館本館
（☎０４２－３８３－１１８４）公民館事業の審議　ほか公民館本館学習室

Ａ・Ｂ
２月２４日（水）
１０：００〜第４回公民館運営審議会

介護福祉課包括支援係
（☎０４２－３８７－９８４５）地域ケア会議について前原暫定集会施設

１階Ａ会議室
２月２５日（木）
１４：００〜

介護保険運営協議会地域包
括支援センターの運営に関
する専門委員会

保育課保育係
（☎０４２－３８７－９８４６）

公立園の現状確認と保護
者が求める事業について

市役所本庁舎３階
第一会議室

２月２９日（月）
１９：３０〜公立保育園運営協議会（※）

と　き　２月２１日（日）午前１０時〜正午
ところ　婦人会館２階集会室Ａ・Ｂ
定　員　４０人（当日先着順）
問合先　自立生活支援課障害福祉係（☎
０４２−３８７−９８４８）

福祉共同作業所福祉共同作業所のの
移転および暫定移転および暫定施施
設建設工事市民設建設工事市民説説
明会を開明会を開催催
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オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
登
録

を
す
る
と 
儲 
か
る
？

も
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

れ
ば
国
境
を
越
え
て
の
営
業
が

可
能
な
た
め
、
海
外
に
拠
点
を

置
い
た
業
者
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
。

事　

例

　

友
達
か
ら
、
い
い
話
が
あ
る

か
ら
と
誘
わ
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
会
い
、
友
達
に
同
伴
し
た
男

性
か
ら
詳
し
い
話
を
聞
い
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の
ア
フ

ィ
リ
エ
イ
ト
登
録
の
契
約
を

し
、
客
が
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ

を
利
用
す
る
と
、
利
用
額
に
応

じ
た
報
酬
が
得
ら
れ
、
ほ
か
の

人
を
紹
介
し
、
登
録
す
る
と
紹

介
料
も
得
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
登
録
手
続
き
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
画
面
上
で
行
い
、

登
録
料　

万
円
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

２０

決
済
し
た
。
契
約
書
な
ど
は
も

ら
っ
て
い
な
い
。
別
の
友
達
か

ら
マ
ル
チ
商
法
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
不
安
に
な
っ
た
。
解
約

し
た
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

▽　

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
は
消
費

者
が
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
に
リ
ン
ク

し
た
広
告
主
の
企
業
の
商
品

購
入
や
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と
売
り
上
げ
の
一
部
が

収
入
と
な
る
と
い
う
も
の
で

す
。
日
本
で
は
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ

ノ
の
利
用
や
宣
伝
は
刑
法
で

処
罰
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
相
談
室

☎
042―

384―

４
９
９
９

▽　

事
例
で
は
連
鎖
販
売
取
引

（
マ
ル
チ
商
法
）
に
該
当
し

ま
す
が
、
何
ら
書
面
の
交
付

も
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
規
約
に
も
連
鎖
販
売
取
引

で
義
務
付
け
ら
れ
た
記
載
事

項
は
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

業
者
の
所
在
地
は
海
外
の
島

で
し
た
が
、
日
本
国
内
で
営

業
を
行
う
場
合
は
日
本
の
法

律
を
守
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
行
政
処
分
が

及
ば
な
い
こ
と
も
あ
り
、
違

法
な
業
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
営
業
を
続
け
て
い
る
例
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▽　

事
例
で
は
解
約
専
用
ア
ド

レ
ス
に
メ
ー
ル
で
解
約
の
意

思
を
伝
え
、
解
約
処
理
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
業
者
が

速
や
か
に
解
約
手
続
き
を
行

わ
な
け
れ
ば
、
連
絡
先
が
国

内
に
な
い
た
め
交
渉
が
難
航

し
た
り
、
解
決
困
難
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ

ト
上
で
高
収
入
を
得
ら
れ
る

と
う
た
う
契
約
を
検
討
す
る

際
は
、
少
な
く
と
も
相
手
業

者
の
所
在
地
や
連
絡
先
、
連

絡
方
法
、
解
約
の
可
否
、
可

能
で
あ
れ
ば
そ
の
条
件
を
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
オ

ン
ラ
イ
ン
上
の
規
約
は
無
断

で
変
更
さ
れ
た
り
、
消
え
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

写
真
を
撮
る
、
印
刷
す
る
な

ど
、
記
録
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
、
不
安
な
と
き

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
消
費
生

活
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
一
括
し

て
前
納
す
る
と
割
引
と
な
り
、
納

め
忘
れ
も
な
く
、
お
得
で
す
。
前

納
は
、
２
年
前
納
（
口
座
振
替
の

み
）
、
１
年
前
納
、
６
か
月
前
納

の
３
種
類
で
す
。

　

ま
た
毎
月
の
納
付
で
も
、
口
座

振
替
の
場
合
お
得
な
早
割
が
選
べ

ま
す
。
割
引
額
は
左
表
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

左
表
の
割
引
額
等
は
、
平
成

　

年
度
の
も
の
で
す
。
平
成　

２７

２８

年
度
割
引
額
等
は
、
２
月
末
ま

で
に
確
定
予
定
で
す
。

　

新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る

方
は
、
２
月　

日
（
金
）
ま
で
に

２６

立
川
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
を
し

て
い
る
方
は
、
再
度
の
お
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
（
２
年
前
納
へ

の
変
更
な
ど
振
替
方
法
の
変
更

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
）

問
合
先　

立
川
年
金
事
務
所
（
☎

　

儿　

儿
０
３
５
２
）
、
国
民
年

０４２

５２３

金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

５
７
０
儿　

儿　

）
、
市
保
険
年

０１１

０５０

金
課
国
民
年
金
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
４
４
）

前
納
制
度
が

お 

で
す

得得

国
民
年
金

割引額（参考）納付額納付方法

１５,３６０円３６６,８４０円口座振替２年分前納
（４月〜翌々３月分）

 ３,３２０円１８３,７６０円納付書払い１年分前納
（４月〜翌３月分）  ３,９２０円１８３,１６０円口座振替

　　７６０円
（年間１,５２０円）

 ９２,７８０円
（年間１８５,５６０円）納付書払い６か月分前納

（４月〜９月分、１０月
〜翌３月分）  １,０６０円

（年間２,１２０円）
 ９２,４８０円

（年間１８４,９６０円）口座振替

− １５,５９０円
（年間１８７,０８０円）

納付書払い

毎月納付 −翌月末振替
口座振替 　 　５０円

（年間６００円）
 １５,５４０円

（年間１８６,４８０円）
当月末振替
による早割

※　納付期限の最終日が土曜・日曜・祝日の場合は、翌営業日となります。
※　付加保険料を納付している方は、金額が異なります。

　春の一大イベントである桜まつりが４月２日（土）、３日
（日）に江戸東京たてもの園前広場（都立小金井公園内）で開
催されます。
　舞台、本部、縁日コーナーなどのスタッフとして活躍してみ
ませんか。
対　象　期間中の午前９時～午後７時（時間は応相談）に会場
でスタッフとして参加できるおおむね１５～７０歳の市内在住・在
勤・在学の方
その他　説明会の日程は、別途連絡します。
申　込　３月１１日（消印有効）までに、はがきまたはＥメール
で「桜まつりボランティア希望」・住所・氏名・年齢・電話番
号・Ｅメールアドレスを明記し、観光協会（〒１８４−０００４本町
６−５−３シャトー小金井１階☎０４２−３１６−３９８０死info@koga 
nei-kanko.jp）へ。

第62回 小金井桜まつり
ボランティアスタッフを募集
第62回 小金井桜まつり
ボランティアスタッフを募集
第62回 小金井桜まつり
ボランティアスタッフを募集
第62回 小金井桜まつり
ボランティアスタッフを募集

　

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必

要
に
応
じ
、
仕
事
を
ご
案
内
し
ま

す
。

職　

種　

保
育
士

業
務
内
容　

市
内
公
立
保
育
園
で

の
保
育
士
業
務

勤
務
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５

時　

分
の
間
で
１
日
７
時
間　

分

３０

３０

程
度

※　

勤
務
時
間
・
曜
日
は
相
談
に

応
じ
ま
す
。

資
格
等
要
件　

保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

賃
金
（
時
給
）　

千　

円
５０

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

登
録
方
法　

所
定
の
用
紙
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
職

員
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
に

て
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

証
明
写
真
（
縦
４

㌢
㍍
×
横
３
㌢
㍍
、
３
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）
１
枚
、
保
育

士
証
の
写
し

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

市
制
施
行　

周
年
を
記
念
し

５５

て
、
市
の
概
要
や
行
事
、
歴
史
・

文
化
な
ど
を
ま
と
め
た
「
市
勢
要

覧
２
０
１
３
」
を
有
料
で
頒
布
し

て
い
ま
す
。

装　

丁　

Ａ
４
判　

ペ
ー
ジ

５６

頒
布
価
格　
　

円
６００

発
行
年
月　

平
成　

年　

月

２５

１０

頒
布
場
所　

広
報
秘
書
課
広
報
係

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
同
課

広
聴
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
）

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
報
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
３
）

０４２

３８７

 　

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
軽
自

動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
棄
処
分
や
他
人
に
譲
る
な
ど

し
、
廃
車
や
名
義
変
更
の
届
け
出

を
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

ご
活
用
く
だ
さ
い

市
勢
要
覧
２
０
１
３

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義

変
更
は
３
月
中
に

を
し
な
い
と
、
引
き
続
き
所
有
者

と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

▽
原
動
機
付
自
転
車

（　

㏄
以
下
）
＝
市
民
税
課
諸
税

１２５
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
０
）
▽

０４２

３８７

軽
二
輪
等
＝
東
京
運
輸
支
局
多
摩

自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
（
☎　
０５０

儿
５
５
４
０
儿
２
０
３
３
）
▽
軽

四
輪
等
＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
多

摩
支
所
（
☎　

儿
３
８
１
６
儿
３

０５０

１
０
４
）

 
〈
東
京
都
ク
イ
ッ
ク
融
資
を 

利
用
し
て
い
る
商
工 

業
者
の
皆
さ
ん
へ
〉

　

地
元
商
工
業
の
活
性
化
支
援
の

た
め
に
、
商
工
業
者
（
法
人
・
個

人
）
が
東
京
都
制
度
融
資
の
ク
イ

各
種
利
子
補
給
制
度

ッ
ク
融
資
（
略
称
「
つ
な
ぎ
」
）

を
利
用
し
て
市
と
契
約
し
た
金
融

機
関
か
ら
借
り
受
け
た
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
平
成　

年　
２７

１０

月
～　

年
３
月
の
支
払
利
子
の
一

２８

部
を
補
助
し
ま
す
。

〈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
対
象
に
し

た
利
子
補
給
制
度
〉

　

市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置
く

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）
が
市
と
契
約
し
た
金
融
機

関
か
ら
借
り
受
け
た
特
定
非
営
利

活
動
に
係
る
事
業
資
金
の
融
資
に

つ
い
て
、
平
成　

年　

月
～　

年

２７

１０

２８

３
月
の
支
払
利
子
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

　

制
度
内
容
、
申
込
資
格
、
必
要

書
類
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
の
準
備
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

申
請
受
付
期
間　

２
月　

日
１５

（
月
）
～
３
月
７
日
（
月
）

問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

臨臨
時時
職職
員員
のの

登登
録録
者者
募募
集集

　

今
回
は
、　

作
品
の
応
募
が

２３９

あ
り
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

応
募
作
品
に
対
し
、
ご
み
対

策
課
で
の
一
次
選
考
、
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
で
の
最
終

選
考
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
方

々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
ご
み
・
リ
サ

イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
表
紙
・
裏

表
紙
に
掲
載
し
ま
す
。

【
表
紙
絵
】

▽　

徳
廣
結
衣
さ
ん

　

（
南
小
学
校
４
年
生
）

【
裏
表
紙
絵
】

▽　

小
町
優
奈
さ
ん

　

（
第
二
小
学
校
６
年
生
）

▽　

杉
山
花
さ
ん

　

（
第
二
小
学
校
５
年
生
）

▽　

松
室
真
理
子
さ
ん

　

（
第
二
小
学
校
４
年
生
）

▽　

佐
藤
奏
さ
ん

　

（
南
小
学
校
４
年
生
）

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

表彰式のために市役所を訪れた受賞者の皆さん

表
紙
絵
の
作
品
入
賞
者
決
定

平
成　

年
度
版

２８

ご
み・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー 
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修
学
費
の
軽
減
の
た
め
の
奨

学
資
金
制
度
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
左
表
の
金
額
は
、
小
金
井

市
奨
学
資
金
は
平
成　

年
度
、

２８

そ
の
他
の
奨
学
資
金
は
平
成　
２７

年
度
の
も
の
で
す
。

〈
小
金
井
市
奨
学
資
金
制
度
〉

　

平
成　

年
度
の
奨
学
生
募
集

２８

は
、
市
報
４
月
１
日
号
に
掲
載

し
ま
す
。

　

奨
学
生
と
な
っ
た
方
は
、
市

で
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い

る
限
り
、
原
則
と
し
て
４
月
か

ら
１
年
間
奨
学
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

基
準
日
（
毎
年
４
月
１
日
）

の
６
か
月
前
か
ら
引
き
続
き
市

内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
お
子

さ
ん
で
高
等
学
校
、
大
学
、
高

等
専
門
学
校
に
在
学
し
、
成
績

優
秀
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
修
学

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
（
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
）
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
学
校
の
種
類
や
お

子
さ
ん
が
ほ
か
に
受
け
て
い
る

奨
学
資
金
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
の
奨
学
資
金
制
度
〉

　

市
奨
学
資
金
制
度
以
外
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
奨
学
資
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を

左
表
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
庶
務
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
７
２
）

０４２

３８７

問合先金額（月額）公・私
の別名称（制度） 大学高校

市庶務課庶務係１２,２００円
（※２）

５,３００円
（※１）

公立・
私立

小金井市奨学資
金（給付）

在学する学校にお問い合せ
いただくか、独立行政法人
日本学生支援機構のホーム
ページ（http://www.jasso.go. 
jp/）をご覧ください。

４５,０００円

害

公立

日本学生支援機
構奨学金（貸付）

５４,０００円
（４年制）
５３,０００円
（短大）

私立

公益財団法人東京都私学財
団
（☎０３－５２０６－７９２９）

害
１８,０００円公立東京都育英資金

（貸付） ３５,０００円私立

公益財団法人東京都私学財
団
（☎０３－５２０６－７９２５）

害

害公立
東京都私立高等
学校等授業料軽
減助成（授業料
軽減）

年額０円～１３５,０００円
※　助成金額は、保護
者の所得、住民税の
額等により異なりま
す。

私立

※１　高等専門学校生（第１～３学年生）を含む。
※２　高等専門学校生（第４・５学年生）を含む。

ご
紹
介

し
ま
す

各
種
奨
学
資
金
制
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 
〈
市
議
会
定
例
会
〉

　

平
成　

年
第
１
回
小
金
井
市
議

２８

会
定
例
会
が
、
２
月　

日
（
月
）

２２

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

原
則
、
午
前　

時
か
ら
、
本
会

１０

議
は
議
場
（
市
役
所
本
庁
舎
４

階
）
、
委
員
会
は
第
一
会
議
室

（
同
３
階
）
で
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
や
市
の

重
要
案
件
が
ど
の
よ
う
に
審
議
・

決
定
さ
れ
て
い
く
か
な
ど
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
傍
聴
を
お
勧

め
し
ま
す
。

市
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

〈
２
月　

日
は
日
曜
議
会
〉

２８

　

市
議
会
で
は
、
平
日
に
仕
事
な

ど
で
傍
聴
に
来
ら
れ
な
い
方
に

も
、
会
議
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
日
曜
議
会
を
開
催
し

ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
日
）
午
前

２８

　

時
か
ら

１０内　

容　

平
成　

年
度
施
政
方
針

２８

（
２
月　

日
の
本
会
議
で
市
長
が

２２

表
明
）
に
対
す
る
各
会
派
か
ら
の

質
問
で
す
。
質
問
内
容
は
、
２
月

下
旬
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

そ
の
他　

手
話
通
訳
あ
り

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

　

市
議
会
の
傍
聴
は
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
が
、
議
会
事
務
局
で
簡

単
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
日
程
、
議
案
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

議
会
事
務
局
（
市
役
所

本
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９
９
４

０４２

３８７

７ 
　

儿　

儿
１
２
２
５
）

０４２

３８７

 　

市
が
運
営
す
る
就
労
支
援
サ
イ

ト
「
こ
が
ね
い
仕
事
ネ
ッ
ト
」
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
、
一
時
休

止
し
ま
す
。

　

３
月
１
日
か
ら
は
見
や
す
さ
、

使
い
や
す
さ
が
向
上
し
た
新
サ
イ

ト
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

現
在
、
同
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ

て
い
る
事
業
者
に
は
２
月
中
旬
ま

で
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

休
止
期
間　

２
月　

日
（
火
）
正

２３

午
～
３
月
１
日
（
火
）
午
前　

時
１０

問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

 　

温
水
プ
ー
ル
の
全
換
水
を
行
う

た
め
、
利
用
を
一
時
中
止
し
ま

す
。

期　

間　

３
月
８
日
（
火
）
～　
１４

日
（
月
）

問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
０
０
１
）

３８２
 　

市
民
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
）
で
の
手
続
き
の
際
に
は
、
第

三
者
に
よ
る
虚
偽
の
届
け
出
や
証

明
書
の
不
正
取
得
を
防
止
す
る
た

め
、
来
庁
し
た
方
の
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
（
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド

を
含
む
）等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
証
等
の
顔
写
真
が

な
い
も
の
１
点
の
み
で
は
、
手
続

き
が
完
了
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

FAXこ
が
ね
い
仕
事
ネ
ッ
ト

一
時
休
止
の
お
知
ら
せ

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン

タ
ー
温
水
プ
ー
ル
一
時
利

用
中
止

な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め

本
人
確
認
に
ご
協
力
を

み
ん
な
で
野
川

み
ん
な
で
野
川
をを

き
れ
い
に
し
よ

き
れ
い
に
し
よ
うう

第

回
ク
リ
ー
ン
野

第　

回
ク
リ
ー
ン
野
川川

５２５２
作
戦
実
行
委
員
を
募

作
戦
実
行
委
員
を
募
集集

　

市
民
の
宝
で
あ
る
野
川
の
清
掃

を
通
じ
て
環
境
保
全
を
考
え
る
ク

リ
ー
ン
野
川
作
戦
を
５
月
下
旬
の

日
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。
実
行
委

員
と
し
て
、
準
備
か
ら
一
緒
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
・
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

日
程
で
行
う
第
１
回
実
行
委
員
会

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月　

日
（
火
）
午
後

２３

６
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
８
階

　

会
議
室

８０１共　

催　

環
境
市
民
会
議

　昨年７月に、日野市、国分寺市お
よび本市の３市で構成する浅川清流
環境組合が設立され、新可燃ごみ処

理施設の平成３１年度中の稼動をめざして事業が進められています。市民の皆さんには、新可燃ご
み処理施設建設予定地（日野市クリーンセンター内）周辺にお住まいの皆様をはじめとした日野
市民の皆様ならびに関係者の皆様への感謝の気持ちを忘れることなく、さらなるごみ減量へのご
協力をお願いします。
　さて、本市の可燃ごみは、平成１９年３月の二枚橋焼却場の全炉停止以降、多摩地域各団体の焼
却施設でその全量を処理していただいており、ごみの減量に取り組まなければならない状況は、
「ごみ非常事態」を宣言した平成１８年当時と変わりありません。今年度も、多摩川衛生組合、国
分寺市、昭島市、西多摩衛生組合のご支援により滞りなく処理することができていますが、各施
設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様へ深く感謝申し上げるとともに、皆様のご負担を
軽減するためにも、より一層のごみ減量に努めなければなりません。
　ごみの減量は、一人ひとりが毎日こつこつ続けることが大切です。２月１５日はＪＲ武蔵小金井
駅、１６日はＪＲ東小金井駅で、いずれも午後６時ごろから「ごみ減量啓発キャンペーン」として、市
議会議員、ごみゼロ化推進員の皆さんと台所用水切りネット等を配布します（雨天中止、予定数
を配布次第で終了）。水切りネットをお使いになっていない方は、ぜひこの機会にお試しくださ
い。ごみ出しの際は、ぎゅっとひと絞りで、ごみの減量に大きな効果が生まれます。市民の皆さ
んのご協力をお願いいたしま
す。
【１２月分のごみ排出量報告】
　１２月分の燃やすごみ１人１
日当たり排出量は、３１９.２ｇ
となり、目標値（２８１.８ｇ）を
３７.４ｇ上回りました。
問合先　ごみ対策課減量推進
係（☎０４２−３８７−９８３５）

○１８０

第　

回
定
例
会

１２

（　

月　

日
開
催
）

１２

１５

【
報
告
事
項
】

　

▽
市
立
小
学
校
通
学
路
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
す
る
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て　

▽
大
学

と
の
協
定
に
つ
い
て

第
１
回
定
例
会

（
１
月　

日
開
催
）

１２

【
議　

題
】

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
の

教
育
目
標
、
基
本
方
針
お
よ

び
平
成　

年
度
教
育
施
策
に

２８

つ
い
て
＝
原
案
を
修
正
す
る

こ
と
と
し
た
。

▽　

第
２
次
明
日
の
小
金
井
教

育
プ
ラ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

＝
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

【
報
告
事
項
】

　

▽
東
京
学
芸
大
学
協
働
研
究

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

会
議
録
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６

階
）
、
図
書
館
本
館
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

と
き
・
と
こ
ろ　

３
月　

日
２９

（
火
）
午
後
１
時　

分
、
市
役

３０

所
第
二
庁
舎
８
階　

会
議
室

８０１

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
会

議
室
で
傍
聴
券
を
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

　

請
願
は
、
い
つ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

７
２
）

教

育

委

員

会

　１月１１日に、小金井　宮地楽器ホール（小金井市民交流セ
ンター）で、成人の日記念行事が、同行事実行委員会（新成
人等、協力団体）の企画運営で開催されました。今年の対象
者 は１,２０２人
で、当日は６６７
人の方が参加
し、式典のあ
とは貫井 囃  子 

ばや し

の演技、メッ
セージビデオ
紹介、抽選会
が行われまし
た。

成人の日記念行事成人の日記念行事がが
開催されまし開催されましたた

す
。
そ
の
際
は
、
口
頭
で
の
質
問

や
照
会
書
に
よ
る
本
人
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）

３８７

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 319.1 281.8 37.3

武蔵小金井 東小金井

12月 目標量 増減量

市内全域

319.2 281.8 37.4　

増減量12月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 37.2 34.4 2.8
目標量 増減量12月

月・水・木・土地区 319.2 281.8 37.4 目標より
増えちゃった

目標より
増えちゃった
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子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

一時保育をご利用くださ一時保育をご利用くださいい
　保護者の疾病等による緊急時、断続的な就労形態、私的な理由
などによって、就学前のお子さんの保育が必要なときに、次の保
育園で一時的に保護者に代わってお子さんを保育しています。
実施園　下表のとおり
利用方法等　保育時間・保育料・申込方法・利用状況等について
は、直接、各保育園にお問い合わせください。
問合先　保育課保育係（☎０４２－３８７－９８４６）

預かり人数電話番号所在地保育園

１日１０人まで

（こむぎは１日
５人まで）

☎３０１－４９３２本町５－６－１９小金井
市立

☎０４２２－６０－０７７１梶野町１－２－３けやき
☎３８１－３５７５貫井南町４－２９－２１貫　井

私立

☎３８１－２２６３本町３－５－９しんあい
☎３２５－１０４５貫井北町５－８－１愛の園
☎０４２２－５５－４４１７梶野町２－７－５ひなぎく
☎３８１－８７０６貫井南町１－１３－１７光明第二
☎３８１－１５８９東町４－２１－８こむぎ

原則１日１人ま
で（保護者の疾
病等による緊急
時のみ）

☎３８３－１１８０東町３－１－１６くりのみ
市立 ☎３０１－４９３１前原町３－１１－１２わかたけ

☎３０１－４９３３貫井北町３－３０－６さくら
※　表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています。

電話番号所在地定　員家庭福祉員

☎０４２２－３２－３５５５東町２－２２－２５

各３人

瀧川依子

☎３０１－７９３９緑町２－１１－２５依田留理

☎３８４－５８５４貫井南町３－６
－２４加藤文乃

☎３８４－７４１２緑町５－１７－２０小針紀子

☎３８１－５６０６東町４－３５－１８細田千恵子

 　

主
に
小
学
校
第
１
学
年
を
対
象

と
し
た
、
算
数
少
人
数
指
導
講
師

を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間　

４
月
１
日
～
平
成　
２９

年
３
月　

日
３１

報　

酬　

１
時
間
あ
た
り
、
授
業

３
千
円
、
打
合
せ
２
千
円
、
研
修

千
円
（
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ

市
立
小
学
校

非
常
勤
講
師
募
集

ん
）

応
募
資
格　

小
学
校
教
諭
免
許
ま

た
は
中
学
校
教
諭
（
数
学
）
免
許

取
得
者

募
集
人
数　

若
干
名
（
書
類
・
面

接
に
よ
る
選
考
）

申
込
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

２９

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
教
員
免
許
状
の
写
し

を
添
え
て
指
導
室
指
導
係
へ
。

問
合
先　

指
導
室
指
導
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所

第
二
庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

７
７
）

 　

お
子
さ
ん
を
私
立
幼
稚
園
等
に

通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方

に
、
平
成　

年
度
の
保
護
者
補
助

２７

私
立
幼
稚
園
等
園
児

保
護
者
補
助
金
等
を

交
付

金
等
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
、
至
急
、
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
申
請

２８

は
、
７
月
上
旬
に
、
各
園
を
通
じ

て
行
い
ま
す
。

必
要
書
類
等　

預
金
通
帳
（
口
座

番
号
の
分
か
る
も
の
）
、
印
鑑
、

住
民
税
（
非
）
課
税
証
明
書
等

交
付
時
期　

４
月
上
旬
ま
で
に
、

保
護
者
の
指
定
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

申
請
方
法　

３
月　

日
ま
で
に
、

１０

直
接
、
保
育
課
保
育
係
（
市
役
所

第
二
庁
舎
３
階
）
へ
。

問
合
先　

保
育
課
保
育
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
６
）

３８７

 　

市
内
で
社
会
教
育
活
動
を
し
て

い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
を
、
市
社

平
成　

年
度
社
会
教
育
関

２８

係
団
体
登
録
の
手
続
き
を

会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
登
録
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
社
会
教
育
関
係

の
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
把
握

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提

供
な
ど
を
行
う
た
め
、
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

新
た
に
登
録
を
希
望
す
る
団
体

は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
申
請
で
は
平
成　
３０

年
3
月　

日
ま
で
の
登
録
と
な
り

３１

ま
す
。

　

一
定
の
期
間
団
体
登
録
を
す
る

と
、
申
請
に
基
づ
き
、
団
体
が
行

う
事
業
の
経
費
の
一
部
が
、
補
助

金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

対　

象　

青
少
年
教
育
、
成
人
教

育
、
視
聴
覚
教
育
、
芸
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
社
会
教
育
に
関
す
る
事
業

を
行
う
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る

　

人
以
上
の
団
体

１０

※　

政
治
・
宗
教
活
動
お
よ
び
営

利
事
業
を
行
う
団
体
は
除
く
な

ど
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
登
録
要
綱
を
確
認
の
う

え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

登
録
要
綱
・
申
請
書
の
配
布　

２

月　

日
か
ら
、
生
涯
学
習
課
、
公

１５
民
館
各
館
、
図
書
館
本
館
・
各
分

室
、
総
合
体
育
館
で
。

申
請
期
間　

３
月
１
日
～　

日
３１

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

申
請
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７

階
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 

 
と　

き　

３
月
８
日
（
火
）
午
前

　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

お
お
む
ね
６
か
月
～
１

歳
の
離
乳
食
を
食
べ
て
い
る
お
子

さ
ん
と
保
護
者

定　

員　

６
組　
（
申
込
順
）

費　

用　
　

円
（
１
食
分
を
親
子

２６０

で
試
食
）

そ
の
他　

宗
教
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー

食
な
ど
の
配
慮
食
は
で
き
ま
せ

ん
。

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
同
保
育
園
（
☎　

儿　

儿
１
１

０４２

３８３

８
１
）
へ
。

  　

未
来
を
担
う
幼
児
の
健
全
な
育

成
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
愛
育
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
支
給
要
件
を
満
た
す
方
で
、

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
３

月　

日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

３１
は
、
当
該
年
度
の
受
給
資
格
を
有

す
る
月
か
ら
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
４
月
１
日
現
在
４
歳
ま
た
は

５
歳
で
、
幼
稚
園
、
保
育
園
（
認

可
保
育
園
、
特
定
地
域
型
保
育
事

業
）
に
在
園
し
て
い
な
い
幼
児
の

保
護
者

手
当
月
額　

幼
児
１
人
に
つ
き
７

千　

円
３００

必
要
書
類　

銀
行
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の

支
給
方
法　

９
月
・
３
月
に
当
月

分
ま
で
を
銀
行
振
込
に
よ
り
支
給

し
ま
す
。

市
立
わ
か
た
け
保
育
園

離
乳
食
試
食
会

ご
存
知
で
す
か

愛
育
手
当

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 
〈
エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室
〉

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
木
）
、　

１０

２４

日
（
木
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

対　

象　

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者申　

込　

３
月
９
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー

へ
。

〈
双
子
の
つ
ど
い
〉

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
午
前

１９

　

時
～
正
午

１０内　

容　

情
報
交
換
や
仲
間
づ
く

り対　

象　

市
内
在
住
の
多
胎
児
と

家
族
お
よ
び
多
胎
妊
婦
の
方

そ
の
他　

初
め
て
の
方
は
、
事
前

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

主　

催　

さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１
４
１
＝

０４２

３２１

月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

〈家庭福祉員（保育ママ）〉
　家庭福祉員制度は、仕事や病気などで保育できない生後
６週間以上３歳未満児のお子さんを、市が認定した家庭福
祉員の自宅で保育する制度です。
　保育をご希望の方は、各家庭福祉員（下表）に直接お問
い合わせください。
〈保育室・認証保育所〉
　保育室、認証保育所は、東京都と市の一定の基準を満た
す保育施設です。仕事や病気などで保育できない方に代わ
って、お子さんを保育します。
　保育をご希望の方は、各施設（右表）に直接お問い合わ
せください。
 !

#

"

$

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%
& &問合先　保育課保育係（☎０４２－３８７－９８４６）

家庭福祉家庭福祉員員（（保育ママ保育ママ））保育室・認証保育保育室・認証保育所所
電話番号所在地保育年齢定員名　称

☎３８１－７９１４貫井南町４－２０
－３１

０歳児〜
就学前１４人こどもの家保育

園保
育
室 ☎３８５－１６４２本町３－１２－３００歳児〜

就学前１８人どろんこ保育所

☎３８２－７００７本町１－８－１４０歳児〜
就学前３０人小金井プチ・ク

レイシュ

認
証
保
育
所

☎３８６－３２０４東町４－３１－１７０歳児〜
２歳児１８人ひがし保育園

☎３１６－１０８１本町６－１４－４５０歳児〜
就学前２４人にじいろ保育園

武蔵小金井

☎３８４－１８３９中町２－２４－１６
東京農工大学内

０歳児〜
就学前２６人回帰船保育所

☎３２４－６６２９貫井北町４－１
－１

０歳児〜
就学前４０人東京学芸大　

学芸の森保育園

☎３８６－５０８７緑町１－２－３９０歳児〜
就学前６０人

ココファン・ナ
ーサリー東小金
井

☎３１６－６６７４関野町２－６－
８

０歳児〜
就学前４０人小金井公園　

ハイジ保育園

※　表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています。
※　表中の施設、家庭福祉員は平成２８年４月以降のものです。

ご利用くださご利用くださいい
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j
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j
j
j
j
j
j
j
j
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j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

火
の
始
末

油
断
し
な
い
で　

最
後
ま
で

（
平
成　
・　

年
度
東
京
消
防
庁
防
火
標
語
）

２７
２８

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
火
災
予
防
意
識
の
高
揚
と
防
災
行
動
力
の

向
上
を
図
り
、
火
災
、
地
震
等
の
災
害
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
行
い
ま

す
。

問
合
先　

小
金
井
消
防
署　
（
☎　

儿　

儿
０
１
１
９
）

０４２

３８４

　小金井消防少年団では、小学校１年生～中学校３
年生の市内在住の児童を対象に、この春から一緒に
活動する新入団員を募集しています。
活動日　毎月１・２回（土曜・日曜・祝日）
活動内容　防火防災に関する知識の学習、消火・救
急の技術の取得のほか、鼓笛隊の活動やサマーキャ
ンプなどの楽しい野外活動を行っています。
申　込　小金井消防少年団事務局（小金井消防署内
☎０４２−３８４−０１１９）へ。

小金井消防少年団
新入団員募集中

〈
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切

な
家
族
を
守
る
た
め
の
秘

訣
〉

【
防
ご
う　

住
宅
火
災
】

　

昨
年
、
小
金
井
市
内
の
火
災
件

数
は　

件
で
死
者
は
発
生
し
ま
せ

２２

ん
で
し
た
。
小
金
井
市
内
の
住
宅

火
災
の
主
な
出
火
原
因
は
「
た
ば

こ
の
不
始
末
」
で
、
室
内
だ
け
で

な
く
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
の
場
合
は
火

災
が
発
生
し
て
も
気
づ
き
に
く
い

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
や
ス
プ
レ
ー
缶
の

ガ
ス
か
ら
の
「
着
衣
着
火
火
災
」、

コ
ン
セ
ン
ト
の
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

火
災
」
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
住
宅
の
防
火
診
断
を
行

い
、
火
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い

て
注
意
を
呼
び
か
け
、
住
宅
火
災

の
発
生
防
止
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
が
発
生
し
た
際
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
設
置
し

て
い
る
住
宅
に
対
し
て
、
適
正
な

維
持
管
理
を
周
知
し
ま
す
。

【
や
っ
て
い
ま
す
か

　

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
】

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
で
５

年
に
な
り
ま
す
。
地
震
が
発
生
し

た
際
は
家
具
の
転
倒
や
落
下
に
よ

る
怪
我
、
避
難
障
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
、
家
具
の
転
倒
落
下
防
止
対
策

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

共
助
の
意
識
を
身
に
つ
け
る
と

と
も
に
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
地
域
で
実
施
す
る

防
火
防
災
訓
練
に
地
域
の
皆
さ
ん

の
参
加
促
進
を
図
り
ま
す
。

〈
消
防
団
員
に
よ
る 

巡
回
広
報
活
動
〉

　

市
消
防
団
と
小
金
井
消
防
署
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
３
月
６
日
（
日
）
午
前　

時
１０

か
ら
、
市
長
、
市
議
会
議
長
参
加

の
も
と
市
内
巡
回
広
報
を
行
い
ま

す
。

　

消
防
団
員
は
、
生
業
を
持
つ
か

た
わ
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
発
生
す

る
各
種
災
害
に
備
え
て
常
に
訓
練

を
積
み
重
ね
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
日
夜

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
の
火
災
予
防
運
動
の

期
間
中
は
、
消
防
団
員
に
よ
る
夜

間
巡
回
広
報
活
動
を
強
化
し
て
行

い
ま
す
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

〈
火
災
予
防
マ
マ
さ
ん 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〉

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
地
域

の
方
々
の
交
流
を
深
め
、
災
害
時

の
防
災
行
動
力
と
地
域
連
携
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
援
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

〈
小
金
井
消
防
署 

一
般
公
開
〉

　

防
災
訓
練
や
は
し
ご
車
搭
乗
な

ど
の
ほ
か
、
火
災
予
防
に
関
す
る

実
験
実
演
も
計
画
中
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
６
日
（
日
）
午
前

　

時
～
午
後
２
時

１０と
こ
ろ　

小
金
井
消
防
署

問
合
先　

小
金
井
消
防
署
予
防
課

防
火
査
察
係
（
☎　

儿　

儿
０
１

０４２

３８４

１
９
）

春
の
火
災
予
防
運

春
の
火
災
予
防
運
動動

３
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月

３
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
））

　

こ
こ
に
記
載
の
な
い
行
事
や

各
行
事
の
詳
細
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
公
立
小
・
中
学
校
に
配
布

し
て
い
る
「
毎
月
の
た
よ

り
」
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
各
館
共
通

 

＝
未
就
学
児
対
象
（
保
護
者

同
伴
）

 

＝
小
学
生
対
象

 

＝
中
学
生
対
象

 

＝
高
校
生
世
代
対
象

◎
共
通
休
館
日

　

日
曜
日
、　

日
（
祝
）
、　

２１

３１

日
（
木
）

今
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院　

東
児

童
館
＝
２
日
（
水
）
。
緑
児
童

館
＝　

日
（
月
）
。
貫
井
南
児

１４

童
館
＝　

日
（
水
）
。
い
ず
れ

１６

も
午
前　

時
～
午
後
１
時
、
１

１０

件　

円
１００

 
あ
そ
ぼ
う
パ
ン
と
ホ
ワ
イ
ト
シ

チ
ュ
ー　
　

日
（
土
）
午
後
１

１９

時
～
３
時
、
雨
天
中
止
。
都
立

武
蔵
野
公
園
く
じ
ら
山
。
刻
み

野
菜
、
お
わ
ん
、
お
は
し
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い

服
装
で
。
高
校
生
世
代
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
、
貫
井

南
児
童
館
ま
で

 
乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　

７
日

（
月
）
、　

日
（
月
）
は
０
～

１４

２
歳
児
交
流
会
。
２
日
～　

日
１６

の
毎
週
水
曜
日
は
１
歳
児
交
流

□未□小□中□高

□未

会
。　

日
は
誕
生
日
会
。
３
日

１６

～　

日
の
毎
週
木
曜
日
は
０
歳

１７
児
交
流
会
。
３
日
は
保
育
園
看

護
師
の
子
育
て
相
談
会
。　

日
１７

は
誕
生
日
会
。
い
ず
れ
も
午
前

　

時
～
午
後
２
時
。
交
流
会
は

１０正
午
ま
で
。　

日
（
土
）
は
お

１２

父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
。
１
歳
未
満

の
ふ
れ
あ
い
遊
び
。
１
歳
以
上

の
歌
・
音
・
身
体
遊
び
。
午
前

　

時
～
正
午

１０ご
き
げ
ん
よ
う
劇
場
！
大
き
な

絵
本
の
読
み
聞
か
せ 
 
　
　
１０

日
（
木
）
午
後
３
時　

分
か
ら

１５

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
あ
つ
ま
れ
！

 
　
　

日
（
火
）
午
後
１
時
か

１５

ら
。
ウ
ク
レ
レ
読
み
聞
か
せ
と

パ
フ
ェ
作
り

 
常
設
子
育
て
ひ
ろ
ば 
　

月
曜

～
土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
４

１０

時
。
２
日
（
水
）
は
お
は
な
し

会
。
７
日
（
月
）は
誕
生
日
会
、

会
食
参
加
費　

円
。　

日（
火
）

６０

１５

は
手
遊
び
。　

日（
土
）は
お
と

１９

う
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
。　

日
２５

（
金
）
は
茶
房
、　

円
。
い
ず
れ

３０

も
午
前　

時
か
ら
。　

日（
月
）

１１

１４

は
リ
ズ
ム
遊
び
、
午
前　

時　
１０

３０

分
か
ら

子
ど
も
縁
日　
　

日
（
土
）
午

１２

前　

時
～
午
後
１
時
、
出
店
希

１１
望
者
募
集

お
い
で
よ
！
３
・
４
・
５
・
６

 
　
　

日
（
火
）～　

日
（
金
）

１５

１８

午
前　

時
～
午
後
２
時
、
遊
戯

１１

室
と
前
庭
開
放

赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う 
 
　
　
１９

日
（
土
）午
前　

時　

分
か
ら
、

１０

３０

赤
ち
ゃ
ん
と
遊
び
た
い
中
・
高

校
生
世
代
、　

人
（
申
込

１５

順
）
、
２
月　

日
か
ら
申
し
込

２０

み
（
電
話
可
）

お
は
な
し
会 
 
　
　

日（
木
）

２４

午
後
３
時　

分
か
ら
。

３０

専
門
相
談
事
業　

８
日
（
火
）

□未
□小

□未

□未

□未

□中
□高

□未
□小

思
春
期
相
談
、　

日
（
金
）
子

１１

育
て
相
談
、
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
～
午
後
２
時
（
随
時
受
付
）

中
高
生
世
代
あ
つ
ま
れ　

「
ぷ

！！

れ
い
す
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｊ
Ｉ
」 
 

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
～
８
時
。

　

日
は
行
け
！
ひ
が
じ
卓
球
部
、

２３
　

日
は
年
度
末
パ
ー
テ
ィ
ー

３０
 

乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　

２
日
～

　

日
の
毎
週
水
曜
日
は
０
歳
児

２３交
流
会
、
７
日
（
月
）
、　

日
１４

（
月
）
は
１
歳
児
交
流
会
、　
１４

日
は
フ
ェ
ル
ト
の
名
札
講
習

会
、
５
人
（
多
数
抽
選
）
、
２

月　

日
ま
で
に
申
し
込
み
（
電

２５
話
可
）
。
３
日
～　

日
の
毎
週

１７

木
曜
日
は
０
～
２
歳
の
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
。
３
日
は
折
り
紙
で

お
ひ
な
さ
ま
作
り
、
午
前　

時
１１

～
正
午
。　

日
は
誕
生
日
会
と

１７

昼
食
会
、
シ
チ
ュ
ー
、　

円
。

１００

い
ず
れ
も
午
前　

時　

分
～
午

１０

３０

後
２
時

に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
工
作 
　
　
１８

日
（
金
）
午
後
３
時
か
ら
、
影

絵
ア
ー
ト
、
３
～
５
歳
児
、　
１０

組
（
多
数
抽
選
）
、
２
月　

日
２５

ま
で
に
申
し
込
み
（
電
話
可
）

中
・
高
校
生
世
代
の
ス
ペ
ー
ス

＠
ヌ
ク
イ 
 
　
　

日
（
金
）、

１１

　

日
（
金
）
午
後
４
時
～
８
時

２５は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。　

日
は

１１

バ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
、
午
後
５
時

　

分
～
７
時　

分
、
２
月　

日

３０

３０

２５

ま
で
に
申
し
込
み
（
電
話

可
）
。　

日
は
進
級
・
卒
業
お

２５

め
で
と
う
パ
ー
テ
ィ
、
午
後
４

時
～
６
時
、　

円
２００

バ
ン
ド
ス
タ
ジ
オ
貸
出 
 

グ
ル
ー
プ
、
個
人
い
ず
れ
も

可
、
要
事
前
申
込
（
電
話
可
）

 
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
（
乳
幼
児
の

□中
□高

□未

□未

□中
□高

□中
□高

つ
ど
い
） 
　
　

日
ま
で
の
月

２５

曜
～
金
曜
日
午
前　

時
～
午
後

１０

３
時
、
乳
幼
児
の
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
。
２
日
～　

日
の
毎
週
水

２３

曜
日
は
１
歳
児
あ
そ
ぼ
う
よ
。

２
日
は
ひ
な
祭
り
工
作
。　

日
２３

は
誕
生
日
会
。
３
日
～　

日
の

２４

毎
週
木
曜
日
は
０
歳
児
以
上
ひ

よ
こ
。
３
日
は
ひ
な
祭
り
ね
ぞ

う
ア
ー
ト
。　

日
は
応
急
救
命

１７

講
習
会
。　

日
は
親
子
で
楽
し

２４

も
う
手
遊
び
コ
ン
サ
ー
ト
。
い

ず
れ
も
午
前　

時
～
正
午
。
誕

１０

生
日
会
は
午
前　

時　

分
か

１１

３０

ら
。

パ
パ
も
お
い
で
よ 
　
　

日
２６

（
土
）
午
前　

時
～
正
午

１０

み
ん
な
で
開
こ
う
！
の
み
の
市

５
日
（
土
）正
午
～
午
後
２
時
、

利
用
者
に
よ
る
子
ど
も
縁
日
、

出
店
募
集
中

お
は
な
し
の
と
び
ら 
 
　
　
１０

日
（
木
）午
後
３
時　

分
か
ら
、

３０

読
み
聞
か
せ
、
影
絵
ほ
か

□未

□未□未
□小

３
月
の
じ
ど
う
か
ん

３
月
の
じ
ど
う
か
ん

３
月
の
じ
ど
う
か
ん



28・2・157
ご
利
用
く
だ
さ
い 

男
女
平
等
に
関
す
る 

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓
口

　

市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
で
男

女
差
別
が
見
ら
れ
る
場
合
の
苦
情

や
、
市
民
生
活
を
営
む
う
え
で
差

別
的
な
扱
い
を
受
け
た
場
合
の
人

権
侵
害
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
市
は
当
該
機
関
等

の
調
査
を
し
た
り
、
説
明
を
求

め
、
助
言
・
指
導
、
是
正
の
要
請

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
を
公
平
に
適
切
か

つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
専
門

知
識
の
あ
る
男
女
平
等
苦
情
処
理

委
員
が
苦
情
処
理
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

受
付
時
間　

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

申
出
方
法　

苦
情
・
相
談
申
出
書

（
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
、
公
民
館
各
館
、
図
書
館
本
館

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
企

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
へ
。

そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

制
度
に
該
当
す
る
か
不
明
な
場
合

は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を 

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
未
婚
の
交

際
相
手
な
ど
へ
の
暴
力
の
こ
と

で
、
被
害
を
受
け
た
人
の
心
や
身

体
を
大
き
く
傷
つ
け
て
し
ま
う
人

権
侵
害
で
す
。

　

親
密
な
関
係
の
中
で
起
こ
る
た

め
、
顕
在
化
し
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
入
口
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド

等
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

人
権
尊
重
の
た
め
、
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

女
性
総
合
相
談
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

金
曜
日
の
午
後
に
、
女
性
総
合

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
実

施
し
て
い
な
い
週
も
あ
り
ま
す
。

市
報
毎
月　

日
号
に
翌
月
の
開
催

１５

日
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
あ
な
た
の
お
話
を
じ
っ
く
り

お
聞
き
し
ま
す
。
他
の
専
門
機
関

の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

金
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
（
事
前
予
約
制
）

３０

相
談
場
所　

市
民
相
談
室
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
）

相
談
方
法　

面
談
ま
た
は
電
話

申
込
方
法　

電
話
で
、
企
画
政
策

課
男
女
共
同
参
画
室
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１

３８７

０４２

３８７

２
２
４
）

FAX

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

苦情処理窓口（企画政策課男女共同参画室）
来庁・電話・ファクス・郵送等による苦情の申出・相談

市　　長
申出書

④
通知

②
依頼

①
報告

Ⓐ
調査

Ⓑ
助言
指導
是正勧告

③
調査、報告・意見
（助言・指導
　是正要望等）

▷　性別によっ
て、差別や不利
益を受けた場合
などの人権侵害
による相談
　（例：セクハラ
があるのに、会
社が対策を講じ
ようとしないな
ど）

▷　市が実施する男
女平等や、男女共
同参画にかかわる
施策への苦情

　（例：○○審議会
委員の男女の割合
が偏っている、公
文書に差別表現が
あるなど）

▷　日常生活のい
ろいろな悩み相
談（自分自身の
生き方・配偶者
等からの暴力・
離婚・仕事・子
ども・近所づき
あいなど）

資料提出
説明苦情処理委員

男女平等推進審議会

市所管課
当該苦情関係機関等

女性総合
相談等
関係機関

※　ⒶⒷは必要に応じて対応します。

連
携

連 

携

市民（市内在住・在勤・在学)

申出者

男女平等に関する苦情処理のしくみ

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

〈計画の概要〉
　市では、男女共同参画社会の実現のため、平成２５年３月に第４次男女共同参画行動
計画を策定しました。
　本計画は、計画期間を平成２５年度〜２８年度とし、基本理念を「人権尊重とワーク・
ライフ・バランスを軸とする　男女共同参画の実現をめざして」と定めています。
　この基本理念を具体的に推進していくため、基本目標１「互いに認めあい、男女平
等意識を備えたひとを 育 む」、基本目標２「ワーク・ライフ・バランスの実現した暮

はぐく

らしをめざす」、基本目標３「人権を侵害する暴力を許さない社会づくりで安心を守
る」、基本目標４「男女共同参画を総合的に推進する仕組みをつくる」と、４つの基
本目標を掲げています。

〈平成26年度推進状況調査結果〉　
　基本目標１では２４事業、基本目標２では５１事業、基本目標３では２８事業、基本目標
４では１８事業、合計１２１事業の実施内容等について調査しています。

○具体的な取り組み 
【審議会等女性の参画推進】
　男女共同参画社会の実現のためには、女性が政策決定の場へ参画することが重要で
す。
　また、審議会等の委員構成は、男女に偏りがないように配慮することが必要です。
改選時には、できるだけ女性委員の登用を図り、能力を発揮する機会の拡大に努めま
した。（下表）

【男女共同参画シンポジウム開催】
　男女共同参画社会基本法が平成１１年６月２３日に公布・施行されたことにちなみ、６
月２３日〜２９日を「男女共同参画週間」と定め、内閣府をはじめ各自治体で啓発行事を
実施しています。
　本市も、「男女平等年宣言」「男女平等基本条例」および「第４次男女共同参画行
動計画」等の浸透と偏見のない社会を形成するため、啓発事業を実施しました。
　平成２６年６月２９日に「新しい家族のあり方−パートナーシップと子育て」をテーマ
とした講演会を開催しました。 

【男女共同参画情報誌「かたらい」発行】
　男女共同参画施策の推進のため、市民スタッフ制を導入し、情報誌「かたらい」を
発行しています。
　平成２６年９月に第４０号特別企画「やさしさに包まれた、心かよい合う家−みんなお
いでまた明日！」、平成２７年３月に第４１号特別企画「おやじから子どもたちへ−遊び
の楽しさを伝えたい」を発行しました。
　今後も、市民に男女共同参画に関する情報を発信し、意識啓発を図っていきます。

【こがねいパレット】
　男女共同参画社会実現のための啓発事業として、学習・交流事業を市民実行委員が
企画、運営し実施しています。
　平成２６年１１月１６日に「ゆる家事って、なぁに？−今の暮らしに魔法をかけよう」を
テーマとした講演会を開催し、こがねいパレットに賛同する市民団体の紹介・展示等
を行いました。
　「こがねいパレット」は、「いろんな色を持つ、いろんな人たちが自分の色を大切に
して、出会い、交流し、それぞれの色を認め合い、ときには、いくつかの色が混ざり
あって、新しい色を織りなしながら、誰もが楽しく幸せに暮らせる豊かな社会を作り
出そう」という願いが込められています。

〈男女平等推進審議会からの提言〉
　平成２８年１月１８日に、市の附属機関である男女平等推進審議会から、本計画の推進
および今後の行動計画策定についての提言をいただきました。

【提言書に記載されている意見（一部抜粋）】
渇　報告書（平成２６年度実績）に対する評価と意見
渇　さらなる施策推進に向けて＝女性の就労に関する支援について、庁内連携につい
て、意識調査結果の有効活用について

渇　今後の行動計画の策定について
その他　報告書および提言書は、情報公開コーナー（市役所第二庁舎６階）、図書館
本館、企画政策課男女共同参画室（市役所本庁舎２階）および市ホームページで閲覧
できます。
問合先　企画政策課男女共同参画室（☎０４２−３８７−９８５３）

議会・行政委員会等女性の参画率
東京都

（平成２５年４月１日現在。議員数、行政
委員数は平成２６年４月１日現在）

多摩２６市
（平成２６年４月１日現在）

小金井市
（平成２７年４月１日現在）

人数等

議会・行政委員会等 女性比率女性の
人　数総　数機関数女性比率女性の

人　数総　数機関数女性比率女性の
人　数総　数機関数

２０.０％２５１２５－２６.４％１６８６３６－４１.７％１０２４－議　会
１０.９％１０９２９１２.４％１０１８１５１３６１７.６％６３４６行政委員会（教育委員会ほか）
２４.９％２９３１,１７５７６２９.２％３,３０２１１,３２１８３７３５.７％１９３５４１４３附属機関（男女平等推進審議会ほか）
１７.６％１６９９６２８５３８.１％３,７４７９,８４５５９１３１.７％２６８２７その他審議会等（行財政改革市民会議ほか）
１７.５％５５０３,１３９－１３.９％３５５２,５５２－１６.２％１１６８－管理職の在職状況

第4次男女共同参画行動計画−推進状況調査の報告につい第4次男女共同参画行動計画−推進状況調査の報告についてて
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【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
】

　
「
ち
ょ
っ
と
手
助
け
が
必
要

な
方
」
と
「
ち
ょ
っ
と
手
助
け

し
た
い
方
」
を
結
ぶ
き
っ
か
け

を
つ
く
る
カ
ー
ド
で
、
市
内
在

住
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
難
病
者
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
に
配
付
し
て
い
ま

す
。
同
カ
ー
ド
に
は
、
適
切
な

支
援
方
法
や
、
必
要
な
配
慮
な

ど
の
情
報
を
記
載
で
き
ま
す
。

　

携
帯
に
便
利
な
カ
ー
ド
ホ
ル

ダ
ー
も
合
わ
せ
て
配
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
）
、
自
立
生
活
支
援
課

（
同
２
階
）
、
公
民
館
各
館
、

図
書
館
本
館
・
各
分
室
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
通
所
施
設
・
関

係
機
関

【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
協
力
店
】

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
幅
広
く
周

知
す
る
目
的
で
、
各
商
店
街
の

ご
協
力
の
も
と
商
店
の
店
頭
等

に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。

　

専
門
的
な
支
援
は
お
店
で
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ス
テ
ッ
カ
ー

掲
示
の
あ
る
お
店
は
「
障
が

い
・
難
病
に
理
解
の
あ
る
お

店
」
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
知
っ

て
い
る
お
店
」
で
す
。

【
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
店
募
集
】

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
周
知
す
る

た
め
、
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
店
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
幅
広
く
知

れ
渡
る
こ
と
で
初
め
て
機
能
す

る
カ
ー
ド
で
す
の
で
、
ご
協
力

ヘ
ル
プ
カ
ー

ヘ
ル
プ
カ
ー
ドド

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%

　４月から始まる囲碁教室・英会話教室
の生徒を募集します。経験豊かな講師が
楽しい授業を行います。
とき・ところ等　下表のとおり
期　間　１年間
講　師　シルバー人材センター会員
定　員　各クラス若干名（申込順）
※　申し込みが５人に満たないクラス

は、開講を見合わせる場合があります。
費用（月謝）　 渇囲碁教室（月４回）＝
２,５７５円　渇英会話教室（月４回）＝
４,２００円
※　英会話教室は、初回のみ教材費等と
して２,１２０円が必要です。
申　込　２月１６日から、電話で同センタ
ー（☎０４２−３８３−６１４１）へ。

英会話教英会話教室室・・囲碁教室囲碁教室

平成２８年度　講座日程
ところと　　き教室名

本町作業所

１３：００〜１５：００日入門〜中級

囲
碁

１２：００〜１３：００土入門
１３：００〜１５：００土初級〜中級
１５：１５〜１７：１５土初級〜中級
１５：１５〜１７：１５日上級〜有段

中町会議室１０：００〜１１：３０木まず始めてみませんか、英会話基礎

英
会
話

中町会議室１３：３０〜１５：００金聴ける・話せる！気持ちが伝わる英会話

初級

本町作業所１５：３０〜１７：００火気軽に英会話
中町会議室１０：００〜１１：３０火さぁ楽しもう！英会話
本町作業所１５：００〜１６：３０水英語とお友達！
婦人会館１４：１５〜１５：４５水とにかく話そう、英会話

本町作業所１０：００〜１１：３０日英語 de コミュニケーション
１３：００〜１４：３０水使おう！英会話

本町作業所１０：００〜１１：３０土英語で“世界”を広げよう！中級 中町会議室１３：３０〜１５：００水実践　日常英会話
※　本町作業所＝市役所本町暫定庁舎内、中町会議室＝リサイクル事業所内

シルバー
人材センター
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問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん

く
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
事
業
担
当

（
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
・
こ

こ
ろ
内
☎　

儿　

儿
９
８
６

０４２

３８７

６
死h

elp
card

 
   
    

.  rin
k@
gm

   
  
  

ail.co

      m  

）
、
自
立
生
活
支
援

課（
☎　

儿　

儿
９
８
４
８
）

０４２

３８７

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん
く
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
紹
介

し
ま
す

 
〈
住
所
の
異
動
〉

　

引
っ
越
し
を
し
た
と
き
は
、
届

出
期
間
内
に
住
所
の
異
動
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

在
留
カ
ー
ド
等
を
お
持
ち
の
外

国
人
の
方
も
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
２
月
下
旬
～
５
月
下
旬

は
、
窓
口
が
大
変
込
み
合
い
ま
す

の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
転
出
届
】

　

小
金
井
市
か
ら
ほ
か
の
市
区
町

村
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
引
っ
越

し
日
と
引
っ
越
し
先
の
住
所
が
決

ま
っ
た
ら
、
あ
ら
か
じ
め
転
出
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
急

な
異
動
で
事
前
に
手
続
き
を
す
る

時
間
が
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
引

っ
越
し
日
か
ら　

日
以
内
に
届
け

１４

出
て
く
だ
さ
い
）

　

転
出
先
が
国
内
で
あ
れ
ば
「
転

出
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
や
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
等
」
）
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
転
出
証
明
書

の
交
付
が
不
要
な
特
例
転
出
が
行

え
ま
す
。
特
例
転
出
を
希
望
す
る

方
は
、
郵
送
等
で
特
例
転
出
届
を

行
え
ば
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
転
出
し
て
か
ら　

日
１４

を
経
過
し
て
い
る
と
特
例
転
出
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
転
入
届
】

　

小
金
井
市
に
転
入
し
た
と
き

は
、
前
住
所
地
か
ら
転
出
証
明
書

を
取
り
、
市
内
に
住
み
始
め
た
日

か
ら　

日
以
内
に
、
転
入
の
届
け

１４

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

は
、
通
知
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

前
住
所
地
で
特
例
転
出
し
て
い

引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ

引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ンン

で
す
住
所
異
動
の
手

で
す
住
所
異
動
の
手
続続

き
を
忘
れ
ず

き
を
忘
れ
ず
にに

る
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
例
転
出
を
し
て
い
な

い
方
も
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
を

お
持
ち
の
方
は
、
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
個
人
番
号
カ
ー

ド
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
転
居
届
】

　

市
内
で
住
所
を
変
え
た
と
き

は
、
新
し
い
住
所
に
住
み
始
め
た

日
か
ら　

日
以
内
に
、
転
居
の
届

１４

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

は
通
知
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
の
届
け
出
〉

　

住
所
は
変
わ
ら
な
い
が
、
世
帯

主
が
変
わ
っ
た
り
、
生
計
が
別
だ

っ
た
人
が
同
一
世
帯
に
な
っ
た
と

き
な
ど
は
、　

日
以
内
に
届
け
出

１４

て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
で
き
る
方
〉

　

本
人
ま
た
は
小
金
井
市
で
同
一

世
帯
の
方
（
転
居
届
は
転
居
後
に

同
一
世
帯
の
方
）

※　

こ
れ
以
外
の
第
三
者
が
届
け

出
を
行
う
場
合
に
は
委
任
状
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）

３８７

 　

積
雪
や
路
面
凍
結
な
ど
に
よ

り
、
ご
み
・
資
源
物
収
集
の
大
幅

な
遅
れ
や
収
集
困
難
な
地
域
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
中
に
収
集
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
が
、
収
集
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
収
集
日

の
午
後
５
時
の
時
点
で
未
収
集
の

場
合
に
は
、
次
回
の
各
収
集
日
に

お
出
し
い
た
だ
く
よ
う
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

荒
天
時
の
ご
み
の

未
収
集
に
ご
理
解
を

 　

お
ふ
ろ
屋
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
や
児
童

と
の
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
、

「
レ
モ
ン
湯
」
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
日
）
午
後

２８

４
時
～　

時
１１

と
こ
ろ　

ぬ
く
い
湯
（
貫
井
北
町

３
儿
４
儿
４
）

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方
と
小
学
生
以
下
の
方

そ
の
他　

ご
利
用
の
際
は
、
当

日
、
浴
場
に
口
頭
で
必
ず
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 　

家
具
転
倒
防
止
器
具
を
給
付

し
、
ご
自
宅
に
取
り
付
け
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、　

歳
以

６５

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
世
帯
（
近
隣
に

親
族
が
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
）

で
、
当
該
家
屋
に
引
き
続
き
居
住

す
る
、
過
去
に
同
制
度
を
利
用
し

て
い
な
い
方

そ
の
他　

３
月　

日
ま
で
申
込
順

１５

で
受
け
付
け
、
予
定
数
受
け
付
け

次
第
、今
年
度
分
は
終
了
し
ま
す
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 
内　

容　

講
座
企
画
、
会
場
準
備

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
ま
で

７０

の
方
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
験

の
あ
る
方
歓
迎
）

募
集
人
員　

若
干
名（
選
考
あ
り
）

謝
礼
（
月
額
）　

６
千
円

申
込
書
配
布
・
応
募
受
付　

配
布

お
と
し
よ
り
無
料
入
浴
デ
ー

レ
モ
ン
湯

家
具
転
倒
防
止
器
具
の

取
り
付
け

高
齢
者
い
き
い
き
活
動

講
座
推
進
員
募
集

＝
２
月　

日
（
水
）
ま
で
、
応
募

２４

受
付
＝
２
月　

日
ま
で
に
、
社
会

２６

福
祉
協
議
会
（
福
祉
会
館
２
階
）

で
。（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
見
守
り

の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

講
座
で
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
水
）
午
後

２４

２
時
～
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館
学
習

室
Ｂ

講　

師　

永
田
裕
子
さ
ん
（
全
国

消
費
生
活
相
談
員
協
会
会
員
）

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方

６０定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
小
金
井
き
た
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
２
４
４
０
）

０４２

３８８

へ
。

 
と　

き　

３
月
５
日
（
土
）
午
前

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

桜
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

対　

象　

在
宅
介
護
を
し
て
い
る

方
、
在
宅
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
桜
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
０
０
０
６
）

０４２

３８１

へ
。

 　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
絵
画

介
護
予
防
キ
ャ
ラ
バ
ン

高
齢
者
見
守
り
人
材
向
け

講
座

家
族
介
護
者
教
室

訪
問
介
護
士
か
ら
聞
く

介
護
よ
も
や
ま
話

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

絵
画
展

講
習
会
を
受
講
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
火
）
～　

２３

２６

日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

２６

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
１
階
ふ
れ
愛

ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
先　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
８
４
１
１
）

０４２

３８１

 　

相
続
等
で
不
明
な
点
な
ど
に
つ

い
て
、
専
門
家
で
あ
る
司
法
書
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
月
）
午
後

２９

２
時
か
ら
（
１
時　

分
開
場
）

４５

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階
保
健
会

場定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２４

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

ま
た
は
直
接
、
市
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０
１
２
１
）

０４２

３８６

へ
。

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
平
成　

年　

月
分　
（
敬
称
略
）

２７

１２

【
一
般
寄
附
】

▽
２
万
５
千
円
＝
市
農
産
物
生
産

組
合
青
年
部
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ　

▽
１
万
円
＝
山
本
紘
義　

▽
９
千

　

円
＝
ち
ょ
こ
っ
と
募
金
箱
１
件

５４３▽
２
万
１
千　

円
＝
匿
名
３
件
分

８７２

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
災
害
等
遺
児
の
た
め
に

▽
７
万　

円
＝
聖
パ
ー
ト
Ⅱ
の
歌

９９３

を
愛
す
る
お
客
様
一
同　

▽
１
万

８
千　

円
＝
小
金
井
教
会
幼
稚
園

６５８

▽
千　

円
＝
八
木
沢
・
島
村　

▽

５００

　

円
＝
豊
住
会　

▽　

円
＝
黄
金

３２３

３０３

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▽　

円
＝
匿
名

７００

◆
障
が
い
者
の
た
め
に

▽
５
万
円
＝
梶
尾
高
根

◆
バ
ス
購
入
の
た
め
に

▽
４
万　

円
＝
山
本
紘
義　

▽
８

１２

千　

円
＝
杉
の
子
子
ど
も
会　

▽

６９６
千　

円
＝
小
金
井
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

５００
ラ
ー
の
会　

▽
３
万
円
＝
匿
名

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見

制
度
相
談
会

善善
意意
のの

輪輪



28・2・159

対　象と　き健康診査名
平成２７年１１月
生まれの乳児
と母親

３／３（木）３〜４か月児・
産婦健康診査 　／１７（木）

平成２６年８月
生まれの幼児

３／１（火）１歳６か月児
健康診査 　／１５（火）

平成２５年２月
生まれの幼児

３／９（水）３歳児
健康診査 　／２３（水）

 　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

３
月
の
乳
幼
児
・

産
婦
健
康
診
査

   問合先　健康課害害各種事業案内 各種事業案内 害害
内　容ところと　き

▷身体測定、育児および保健・栄養
相談
▷母乳相談（婦人会館、公民館東分
館のみ）
▷歯科相談（公民館東分館のみ）
▷身体測定のみも可。気軽に直接会
場へお越しください。

公民館貫
井南分館

３月２日（水）
１３：３０〜１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場

相談）

婦人会館３月８日（火）
１３：３０〜１５：３０

公民館東
分館

３月１６日（水）
１３：３０〜１５：３０

福祉会館３月２２日（火）
１３：３０〜１５：３０

▷身体測定、育児および保健相談
▷助産師の日は母乳相談（妊婦含
む）
▷身体測定のみも可　▷相談は要予
約

保健セン
ター

▷助産師＝
３月１０日（木）、２４日（木）
▷保健師＝
３月３日（木）、１７日（木）
いずれも９：３０〜１１：３０

▷要予約（当
日も可）［担当医］岡〃３月２２日（火）

１３：３０〜１４：３０
歯科健康相談
（歯科医師）

▷血圧測定、
健康相談など
▷医師との相
談は１３：３０〜
１４：４５（要予
約）

［担当医］
三枝（耳鼻咽喉科）、
岡村（皮膚科）

福祉会館
５階

３月１１日（金）
１３：３０〜１５：３０

成人健康相談
（医師・保健師） ［担当医］

小沢（呼吸器内科）、
篠田（婦人科）

公民館緑
分館

３月２５日（金）
１３：３０〜１５：３０

▷食生活で気になることや食事療
法、離乳食など
▷要予約　▷別の日程を希望の方
は、ご相談ください。

保健セン
ター

３月１８日（金）
１３：３０〜１５：３０

栄養相談
（管理栄養士）

※　保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます。

３
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名

広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です。
渇法律相談、交通事故相談、外
国人相談は、２月１６日から、
直接または電話で受け付け。

　法律相談は各日とも６人
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時〜正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）へ予約してくだ
さい。

３月１５日　March１５
午前１０時〜正午
１０：００am−１２：００am

 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
〜正午

３月１・３・８・１０・１５・
１７・２２・２４・２９・３１日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

３月９・２３日税 務 相 談

３月２２日人 権 ・
身の上相談

３月２日建築・登記・
表示登記相談

３月１７日行 政 相 談

３月１６日相続等暮らしの
書類作成相談

３月８日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）へ予約し
てください。

３月４・１１・１８日
午後１時３０分〜４時３０分
※　保育あり（１歳以上の未就学
児。１か月前までに要事前申
込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人間関係）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２−３８７−９８３６）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６−５−３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２−
３８４−２５０８）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８４−４９９９）

月曜〜金曜日
午前９時３０分〜午後４時
（正午〜午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３−２２−１０
☎０４２−３２１−６１１０）

月曜〜金曜日
午前９時〜午後５時労 働 相 談

ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１−９−５☎０４２−３８８−２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５−３−２４☎０４２−３８８−８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２−１５−２５☎０４２−３８６−６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２−５−５☎０４２−３８６−７３７３）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後５時３０分

高齢者介護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域
包括支援センター
第２木曜日＝小金井みなみ
地域包括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地
域包括支援センター
いずれも午後１時３０分〜４
時３０分
※　電話で各地域包括支援
センターへ予約してくだ
さい。

高齢者向け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係（市役所第二
庁舎５階☎０４２−３８７−９８６１）へ１週間
前までに予約してください。

第２木曜日
午後１時３０分〜４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター（貫井北町１−
８−２１☎０４２−３８３−６１４１）

第１・２木曜日
午前１０時〜正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

ふれ愛センター（福祉会館１階☎０４２
−３８７−１２３４）

月曜〜金曜日
（第１・３火曜日を除く）
午前９時〜午後４時

福祉機器相談

福祉オンブズマン事務局（福祉会館２
階☎ ＝０４２−３８３−１２２５）へ予約して
ください。

FAX水曜日午後１時〜５時福祉サービス
苦情・相談

渇ボランティア・市民活動センター
（福祉会館２階相談室☎０４２−３８７−
００１１）
渇予約制（１日２組まで）

第２土曜日
午前１０時〜午後１時

ひきこもり
相 談

自立相談サポートセンター（福祉会館
４階☎０４２−３８６−０２９５）

月曜〜金曜日
午前８時３０分〜午後５時

生活困窮者
自 立 相 談

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄

養
の
お
話
、
調
理
実
習

対　

象　

２
～
３
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
（
初
め
て
の
方
優
先
）

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

３
月　

日
（
月
）
午
後

２８

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら（
終
了
は
３
時
ご
ろ
）

３０
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

妊
婦
歯
科
健
診

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
昨
年
の
４

月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
未
接
種
で
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
３
月　

日
ま
で
に
お
済

３１

ま
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

指
定
医
療
機
関
（
要
事

前
予
約
）

対　

象　

市
内
在
住
で
、
過
去
に

接
種
歴
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

▽　
　

～　

歳
で
、
心
臓
・
じ
ん

６０

６４

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い
の
あ

る
方
（
障
害
者
手
帳
１
級
）

▽　

平
成　

年
度
中
に　

歳
・　

２７

６５

７０

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

７５

８０

８５

９０

歳
・　

歳
・　

歳
に
な
る
方

９５

１００

自
己
負
担
額　

５
千
円

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
自

己
負
担
額
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
医
療

機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

  
と　

き　

３
月　

日
（
金
）
午
前

２５

　

時
～
正
午

１０ こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

３
月
３
日
（
木
）
、　
１７
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■都立多摩職業能力開発センター職業訓
練（４月入校）生徒追加募集　募集期間
＝２月２５日〜３月９日／①能力開発セン
ター（昭島市☎０４２－５００－８７００）②八王

子校（☎０４２－６２２－８２０１）③府中校（☎
０４２－３６７－８２０１）／定員に達していない
科目のみ募集。募集科目、応募方法等詳
細は各校へ。
■いつ起きるかもしれない災害にどのよ
うに備えるか－糖尿病患者さんに向けて
３月５日（土）午後２時〜４時／多摩府

 

●第７６回はけの森調査会・ミノムシを
さがそう！　２月２１日（日）午前９時３０
分都立野川公園入口（二枚橋）集合〜正
午同所解散（雨天中止）／みのむしを中
心に冬の生き物観察／講師は新津修平さ
ん（首都大学東京客員研究員）／１００円
（保険代等）／水筒・帽子・観察用具
（虫入れ、虫めがね等）／当日直接集合
場所へ。／はけの森調査隊・大橋（☎
０４２－３８３－０２７２）
●小金井雑学大学　２月２１日（日）午後
２時〜４時／市民会館・萌え木ホール／
美容整形の歴史－紀元前から現代まで／
川添裕子さん（松陰大学教授）／１００円
（資料代）／当日直接会場へ。／田中
（☎０８０－５６４５－１４７７）
●「徳」を高める経営－繁栄は小さなこ
とから　２月２６日（金）午後６時３０分か
ら／武蔵野市民文化会館大ホール（武蔵
野市中町３－９－１１）／会社経営や生活
を向上させるためのセミナー／丸山敏秋
理事長／１,３００人／１,０００円／小金井市倫
理法人会／２月２５日までに電話で福平
（☎０８０－３４６７－７０２６）へ。
●相続についての無料相談会　２月２７日
（土）午前１０時〜午後１時／東小金井駅
開設記念会館・マロンホール２階会議室
／公正証書遺言の作成支援、遺産分割協
議書の作成、預貯金・自動車等の名義変
更について行政書士を中心とした専門家
集団が相談に応じます。／当日直接会場
へ。／ＮＰＯ法人広域市民の暮らし支援
機構・春日（☎０９０－４７１１－８５０７）
●ツリークライミング体験会　２月２７日
（土）午前１０時から、午後０時３０分から、
２時から（各回９０分）／都立野川公園大
芝生広場／ロープを使った木登り体験／
小・中学生／各回１５人／無料／主催＝東
京シティライオンズクラブ／ファクスに
住所・氏名・年齢・性別・電話番号・保
護者名・希望時間帯を明記し、萩原（☎
０９０－３９１６－８２７２ ０４８－４６３－９４５２）へ。
●ふれあいバンドコンサート　２月２７日
（土）午前１１時〜正午／第一小学校体育
館／子どもから大人まで楽しめるバンド
コンサート／出演＝ミューズ音楽学院／
１００人（当日先着順）／無料／上履き持参
／心身に障がいのある児童・生徒の地域
活動促進事業／小金井市学校五日制の
会・萩原（☎０４２－３８７－５９８８）
●相続・遺言等暮らしの手続の無料相談
会　２月２７日（土）午後１時３０分〜４時
３０分／市民会館・萌え木ホール／行政書
士による相続、遺言、家庭問題などの無
料相談／当日直接会場へ。／東京都行政
書士会多摩中央支部・片岡（☎０４２－３０６
－９４５０）
●第４９回小金井写友会写真展　３月２
日（水）〜７日（月）午前１０時〜午後６時
３０分（２日は午後１時から、７日は午後
４時まで）／小金井　宮地楽器ホール市
民ギャラリー／会員の写真作品展示／小
金井写友会・細渕（☎０４２－３８１－６３７８）

FAX

●みんなで歌おう青春歌の広場　３月７
日（月）午後２時開演（１時３０分開場）
／小金井　宮地楽器ホール小ホール／日
本の抒情歌や世界の愛唱歌を歌います。
／ピアノ伴奏と指導＝清水智子／６００円。
チケット販売は同ホールチケットデスク
で。／杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
●小金井コミュニティ講座「写真を素敵
に飾ろう－スクラップブッキング－ハッ
ピー記念日バージョン」　３月１７日（木）
午前１０時２０分〜１１時３０分／市民会館・萌
え木ホール／２,０００円（材料費ほか）／こ
のほか、初心者デッサン、水彩画など。
詳細はブログ（http://ameblo.jp/k-kou 
za/）で。／受講希望日の前日までに同事
務局・佐藤（☎０９０－６０１４－３５６６死k.co 
m.society@gmail.com）へ。
●第５回北口こども商店　３月２１日（祝）
午後１時〜４時／小金井市商業振興会
（ＪＲ武蔵小金井駅北口小金井街道沿い
商店街）／小学校３〜６年生のお手伝い
募集中。店頭販売や商品陳列などの仕事
を通じて、働くことに対する心構えやお
金の大切さを学びます。／詳細は、ホー
ムページ（http://kacce.jp/kodomo/）
で。／同振興会・中川（ファミリーマー
ト内☎０４２－３８３－３０８０）
 

●中学生サッカー体験練習会　２月２６日
（金）午後７〜９時／国分寺市立第二中学
校（国分寺市本多１丁目２－１７）／サッカ
ークラブチームの体験会／講師はＦＣア
ンビシオン専属スタッフ／小学校６年
生、中学校１年生／２０人（申込順）／２月
１５日〜２５日に、電話またはＥメールでＮ
ＰＯ法人ＦＣアンビシオン（☎０４２－３８８
－９２５４死fc.ambicion@gmail.com）へ。
●第１１回チャリティーダンスパーティ
ー　３月１３日（日）午後１時〜４時／総
合体育館小体育室／１２０人（申込順）／当
日１,２００円、予約１,０００円／ミキシング、
トライアルあり（飲み物付き）。ダンス
シューズ持参（ヒールチェックあり）／
２月１５日から、電話で市ダンススポーツ
連盟・小松（☎０４２－３８４－１９１１）へ。
●フットサル選手権大会　３月２６日
（土）、２７日（日）午前９時から／総合体
育館／市内在住・在勤・在学のチーム／
①高校生以上の男子②中学生以上の女子
／①８,０００円②４,０００円／審判ができるこ
と／２月２９日（必着）までに、所定の用
紙（総合体育館で配布）に必要事項を明
記し、市サッカー協会・加藤（〒１８２－
００３３調布市富士見町２－６－２－１１１☎
０９０－８８５５－３３８１＝午後６時〜１０時）へ。
●軟式野球春季大会　３月２７日〜５月１
日の日曜・祝日午前８時〜午後５時／上
水公園運動施設グラウンドほか／軟式野
球連盟登録チーム（年間登録料１チーム
１５,０００円、別途登録料あり）／参加費１チ
ーム１０,０００円／主将会議＝３月１３日（日）
午前１０時から福祉会館で。／３月５日ま
でに、電話で市軟式野球連盟・村田（と
きわスポーツ内☎０４２－３８１－２５６０）へ。

 

◆寿楽会・囲碁部　原則毎週木曜日午後
１時から公民館東分館で。６０歳以上の
方。気軽に参加できる囲碁会です。連絡
は青木（☎０８０－１０９９－８１２５）へ。
◆裏千家茶道・紅一会　原則第１・第
２・第４木曜日午前９時３０分〜午後２
時、公民館緑分館で。初心者の方歓迎。
連絡は青木（☎０９０－４８３５－８２７５）へ。
◆小金井書道倶楽部　原則第２・第４水
曜日午前１０時〜午後６時、公民館貫井北
分館で。初歩から指導します。連絡は日
野（☎０９０－８６４２－３９６３）へ。
◆緑ハングル教室　原則月３回月曜日午
後１時〜３時、公民館緑分館等で。中級
クラス。映像やインターネットを使い、
韓国語と韓国文化を楽しく学びます。連
絡はイチガヤ（☎０４２－３８４－８３０４）へ。
◆ゲートボール・門球会　原則火曜・木
曜日正午〜午後３時、上水公園運動施設
で。ゴルフとビリヤードを足したゲーム
性のあるスポーツです。連絡は吉田（☎
０４２－３８５－０５０９）へ。
◆クラシックギター・アルペジオの会　
原則月２回木曜日午後２時〜６時、公民
館本館で。講師は鈴木巌さん。習熟度に
応じたレッスン。初心者・見学歓迎。連
絡は山崎（☎０４２－３８１－２６２２）へ。
◆体操・郭公の会　原則毎週火曜日午前
９時３０分〜１１時、前原町丸山台集会所
で。ストレッチ、リズム体操。講師は植
野さん。中高年の方歓迎。連絡は栗本

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

（☎０４２－３８７－１２２２）へ。
◆小金井市少年少女合唱団　原則毎週日
曜日午後１時〜４時、第一小学校で。小
学校１年生〜高校生世代。発声法を学び
日本語や外国語の曲を歌います。連絡は
同合唱団（☎０９０－９３４５－１１９４）へ。
◆エアロビクス・Ｌ＆Ｓ　原則毎週火曜
日午前１１時から栗山公園健康運動センタ
ーで。音楽に合わせて楽しく身体を動か
して、健康作りをしてみませんか。連絡
は佐藤（☎０９０－４７５１－０９０３）へ。
◆テニスサークルＭＴＣ　原則毎週火曜
日午前９時〜１１時、市テニスコート場
で。月２〜３回男性コーチのレッスンあ
り。６０歳前後の女性の方。体験歓迎。連
絡は渡辺（☎０９０－６４９５－６４６１）へ。
◆海外旅行英会話　原則月曜日午後１時
１０分から小金井　宮地楽器ホールで。海
外旅行先で役立つ英語表現、英会話を楽
しく学ぶ講座です。２クラス各６人。連
絡は風間（☎０７０－６９８９－０６２１）へ。
◆ＫＳＳ歌う会　月２回程度公民館貫井
北分館等で。昭和の歌を舞台発表に向け
て練習しています。初心者歓迎。連絡は
福田（☎０８０－６６１７－１９８３）へ。
◆書韻会書道教室　原則毎週金曜日午後
４時〜６時、婦人会館で。３歳からシニ
アの方まで。初心者歓迎。３５年超の指導
実績。見学自由。体験無料。連絡は上杉
（☎０４２－３７１－２１８８）へ。
◆レディースバドミントン・小金井クイ
ーン　原則火曜・金曜日午前９時〜正
午、または正午〜午後３時、総合体育館
で。初心者、経験者歓迎。見学、体験無
料。連絡は植草（☎０４２２－８８－１１９３）へ。

中保健所（府中市宮西町１－２６－１）／
最近の糖尿病治療薬および日頃からの備
え＝片山隆司さん（かたやま内科クリニ
ック院長）ほか／１００人（当日先着順）／
多摩府中保健所（☎０４２－３６２－２３３４）
■アウトドアライフ連続講座－焚き火ラ
ンチと竹クラフト　３月１２日（土）、２７
日（日）午前１０時〜午後３時３０分／都立
武蔵野公園／竹を使った串と器づくり、
たき火でランチづくり。／講師＝長野修
平さん（ネイチャークラフト作家）／小
学校５年生以上、両日参加できる方。１５
人（申込順）／３,０００円／２月１５日から同
公園サービスセンター（☎０４２－３６１－
６８６１）へ。

■中学校夜間学級生徒募集　小・中学校
を卒業していない１５歳以上の方であれ
ば、国籍に関係なく、いつでも入学でき
ます。中学校卒業資格を取れます。／都
内８校／授業料無料（実費負担）／八王
子市立第五中学校夜間学級（☎０４２－６４２
－１６３５）
■都税の納付には安心安全な口座振替の
ご利用を　口座振替は、預貯金口座から
納期の末日に自動的に納税できる制度で
す。開始月の前月の１０日までにお申し込
みください。／詳細はホームページ
（http://www.tax.metro.tokyo.jp/com 
mon/tozei_nouzei.html）で。／都主税
局徴収部納税推進課（☎０３－３９６３－２１７７）

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

　１月１０日に、新春恒例の市消防団出初式が
武蔵小金井駅南口交通広場で行われました。
好天に恵まれた当日は、少数精鋭で活躍する
消防団員の姿を見守る家族、市民が多く集ま
りました。

市消防団出初市消防団出初式式
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会
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
協
働
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
度
に
参
加
を
希
望
す

２８

赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

図
書
館
の
「
お
は
な
し
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

募
集

る
団
体
を
募
集
す
る
に
当
た
り
、

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
２
日
（
水
）
午
前

　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

と
こ
ろ　

図
書
館
本
館
地
階
集
会

室申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

※　

新
規
の
団
体
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３
  

と　

き　

４
月
６
日
～
６
月
８
日

の
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時　

分
～

１５

　

時　

分
（
５
月
４
日
を
除
く
。

１０

４５

全
９
回
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

参
加
費　

３
千
円
（
９
回
分
）

そ
の
他　

事
前
に
各
自
で
健
康
診

断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申　

込　

３
月
８
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
（
１
人
１

通
）
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黄
金
井
倶
楽
部

「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
係
」
（
〒

　

儿
０
０
０
５
桜
町
２
儿
２
儿　

１８４

３１

上
水
公
園
運
動
施
設
管
理
棟
内
☎

　

儿　

儿
２
２
８
０
）
へ
。

０４２

４０６

※　

こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事

業
で
す
。

 
と　

き　

３
月　

日
（
土
）
～　

２６

３０

日
（
水
）
午
前
９
時　

分
～　

時

１５

１０

　

分
（
全
５
回
）

４５と
こ
ろ　

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ

ン
タ
ー
プ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

ス

ポ

ー

ツ

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
春
休
み
水
泳
教
室

学
校
１
～
４
年
生
で
、
身
長　

㌢ 
１２５

㍍
以
上
の
５
日
間
参
加
で
き
る
方

※　

既
往
症
の
あ
る
方
は
事
前
に

各
自
で
健
康
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
。
初

２０

め
て
の
方
を
優
先
）

参
加
費　

１
回　

円
（
施
設
利
用

１００

料
）

申　

込　

２
月　

日
（
必
着
）
ま

２９

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
学
年
・
身
長
・

学
校
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

体
育
協
会
「
ジ
ュ
ニ
ア
春
休
み
水

泳
教
室
係
」
（
〒　

儿
０
０
０
１

１８４

関
野
町
１
儿　

儿
１
総
合
体
育
館

１３

内
☎　

儿　

儿
４
０
０
１
）
へ
。

０４２

３８４

  　

土
曜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
３
月　

日
、　

日

１２

１９

に
総
合
体
育
館
で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
個
人
利
用
開

放
校
は
、
各
学
校
の
学
校
行
事
の

た
め
中
止
し
ま
す
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
）

  　

家
庭
の
生
ご
み
を
良
質
の 
堆 
肥

た
い

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
法
を

紹
介
し
ま
す
。
畑
や
庭
の
な
い
方

で
も
手
軽
に
実
践
で
き
ま
す
。  

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
経
験
者

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
金
）
午
後

１８

３
月
の
土
曜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・

ス
ポ
ー
ツ
個
人
利
用
開
放

学
び
・
く
ら
し

家
庭
で
で
き
る
生
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
教
室

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
集
会
室

A
・
B

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

教
室
終
了
後
、
希
望
者

に
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
（
バ
ケ

ツ
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

２２

ま
た
は
直
接
、
ご
み
対
策
課
清
掃

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ
。

３８７

 　

燃
や
す
ご
み
を
ど
の
よ
う
に
処

理
し
て
い
る
か
、
見
学
に
行
き
ま

せ
ん
か
。
現
地
ま
で
は
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。

集
散
日
時
・
場
所　

３
月　

日
１５

（
火
）
午
後
１
時
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
駐
車
場
集
合
～
５
時
ご
ろ
同

所
解
散
（
雨
天
実
施
）

と
こ
ろ　

東
京
二
十
三
区
清
掃
一

部
事
務
組
合
・
練
馬
清
掃
工
場

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

２
月　

日
～
３
月
４
日

１５

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
ご
み
対

策
課
清
掃
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）へ
。

０４２

３８７

※　

傷
害
保
険
に
加
入
す
る
た

め
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

 　
　

東
小
金
井
駅
か
ら
玉
川
上
水

ＪＲ
ま
で
の
小
金
井
の
歴
史
に
ま
つ
わ

る
名
所
を
、
ま
ち
な
か
観
光
案
内

人
が
ご
案
内
し
ま
す
。
玉
川
上
水

沿
い
に
あ
る
「
小
金
井　

江
戸
の

農
家
み
ち
」
を
訪
ね
、
買
い
物
も

楽
し
み
ま
す
。

集
散
日
時
・
場
所　

３
月
６
日

（
日
）
午
前　

時　

東
小
金
井
駅

１０

ＪＲ

ご
み
処
理
施
設
の
見
学
に

行
き
ま
せ
ん
か

ま
ち
な
か
観
光
案
内

小
金
井
北
東
部
の
名
所
旧
跡

か
ら
農
家
み
ち
へ

集
合
～
正
午
農
家
み
ち
（
大
堀
フ

ァ
ー
ム
＝
関
野
町
１
丁
目
）
解
散

コ
ー
ス　

長
昌
寺
、
庚
申
様
の
二

本
松
、
市
杵
島
神
社
、
玉
川
上
水

ほ
か
（
歩
行
距
離
約
３
・
５

㌔
㍍
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

費　

用　
　

円
（
資
料
代
）

１００

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
観
光
協
会
（
☎　

儿　

儿
３
９

０４２

３１６

８
０
）
へ
。

 
と　

き　

３
月　

日
（
日
）
午
前

１３

　

時　

分
～
午
後
１
時　

分

１０

３０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
家
事
実

習
室

講　

師　

酒
井
文
子
さ
ん
（
江
戸

東
京
野
菜
料
理
研
究
家
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１６

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

５００

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
３
歳
以

上
。
要
事
前
申
込
）

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）
へ
。

３８７
  　

清
里
山
荘
に
宿
泊
す
る
１
泊
２

日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

集
散
日
時
・
場
所　

４
月　

日
１３

（
水
）
午
前
７
時
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
集
合
～　

日
（
木
）
午
後
５

１４

時
同
所
解
散

参
加
費　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
＝
１
万
５
千
円
、
そ
の
他

の
方
＝
１
万
７
千
円
（
宿
泊
・
食

事
・
保
険
代
等
）

そ
の
他　

▽
団
体
申
込
も
受
け
付

春
の
江
戸
東
京
野
菜
を

使
っ
た
料
理
教
室

清
里
山
荘
バ
ス
ツ
ア
ー

高
遠
桜
ま
つ
り
と

清
里
観
光

け
ま
す
。
団
体
の
場
合
は
、
指
定

の
集
合
場
所
へ
バ
ス
を
配
車
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
▽
申
込
人
数

が　

人
以
下
の
場
合
は
運
行
を
中

１５
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　

３
月　

日
ま
で
に
、

２５

電
話
で
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
生

年
月
日
・
年
齢
お
よ
び
代
表
者
の

住
所
・
電
話
番
号
を
清
里
山
荘
申

込
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０

儿　

儿　

）
へ
。

４８４

６４７

問
合
先　

清
里
山
荘
（
☎
０
５
５

１
儿　

儿
４
６
４
９
）

４８

  　

こ
だ
わ
り
の
産
地
の
大
豆
、
こ

う
じ
、
塩
を
使
っ
て
、
常
温
で
保

存
で
き
る
味
噌
作
り
を
学
び
ま

す
。

と　

き　

２
月　

日
（
金
）
午
前

２６

　

時
～
午
後
２
時

１０と
こ
ろ　

環
境
楽
習
館

講　

師　

根
本
裕
子
さ
ん
（
手
仕

事
工
房
主
宰
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

参
加
費　

千
円
（
材
料
費
・
軽
食

代
）

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
１
７
）
へ
。

３８７
 　

ご
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
地
域

の
方
や
専
門
家
と
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
今
回
は
初
心
者
向
け
囲
碁
教

室
も
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
木
）
午
前

１８

　

時　

分
～
午
後
２
時

１０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

環
境
楽
習
館
の
食
育
講
座

伝
統
の
発
酵
食
品
・ 
味  
噌 

み 

そ

づ
く
り

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

参
加
費　
　

円
（
お
茶
代
）

１００

そ
の
他　

当
日
参
加
も
可
能
で

す
。

申　

込　

２
月　

日
ま
で
に
、
電

１７

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

 　

懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
で
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

３
月　

日
（
水
）
午
前

２３

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館

市
民
講
座

元
気
な
歌
声
で
小
金
井
を

明
る
く
し
よ
う
（
春
編
）

講　

師　

さ
さ
い
は
る
み
さ
ん

（
歌
唱
指
導
）
、
神
野
和
博
さ
ん

（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

参
加
費　
　

円
（
飲
食
代
）

４００

申　

込　

２
月　

日
（
必
着
）
ま

２２

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
の
飲
み
物
（
コ
ー
ヒ

ー
ま
た
は
紅
茶
の
い
ず
れ
か
）
を

明
記
し
、
公
民
館
本
町
分
館
「
元

気
な
歌
声
係
」
（
〒　

儿
０
０
０

１８４

４
本
町
２
儿　

儿　

☎　

儿　

儿

１５

１１

０４２

３８３

１
１
７
０
）
へ
。

お
は
な
し
会

【広告掲載欄】



28・2・15 12

２
月　

日（
日
）

２１

２
月　

日（
日
）

２８

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

え
ん
ど
う
小
児
科

小

梶野町4―2―32
MAC東小金井コート103
☎0422―56―7211

北大通り
三小

梶野町
交差点
交番北口

東小金井駅

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5−9−9クレール1F
☎042−316−3795

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1−8−14
☎042−386−2580

 
ひばり薬局（小金井店）

（ ）本町2−11−10シェリール1F
☎042−316−5579

 
サザン薬局

（ ）本町6−5−3シャトー小金井1F
☎042−388−4229

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ
ニッ
ク

内

本町6―14―28
アクウェルモール3Ｆ
☎042―386―3757

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

南口
交通広場

東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

梶
野
町
ク
リ
ニッ
ク

皮

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―2―17
☎0422―54―5507

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

本 

町 

歯 

科
本町6―1―12
☎042―385―8520

市役所第二庁舎

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

小
金
井
橋
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク 桜町2―11―25

☎042―382―5101

玉川上水
小金井橋

小
金
井
街
道

本
町
２
丁
目

交
差
点

小金井橋

北大通り

至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口

内
泌

皮
ア

科
内
器
吸
呼
い
ね
が
こ
新
呼
ア
内
小

東町4―8―13 登川ビル１階
☎042―380―9080

交番

東小

線
川
摩
多
武
西

金
小
新

駅
井

農工大通り

本町2―10―20
☎042―381―2606

浅
沼
整
形
外
科

整
外
リ 

ハ

ボウリング場

至武蔵小金井駅
北口

けやき通りけやき通りけやき通り
小
金
井
街
道

前原町3―35―18
☎042―384―2189

武蔵小金井駅

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

梶 

尾 

眼 

科

眼
南口 小

金
井
街
道

連雀通り

菊
地
脳
神
経
外
科・整
形
外
科

整
神
内

内

リ 

ハ

東町3―12―11
☎0422―31―1220

東小金井駅

自動車
　教習所南口

西武多摩川線

脳
外 黒

田
歯
科
医
院

本町5―23―11
☎042―384―3075

武蔵小金井駅

北口

小
金
井
街
道

印章店

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

清　

里　

山　

荘

空
室
状
況
（
２
月
５
日
現
在
）

３
月

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１０
　

日
１１
　

日
１２
　

日
１３
　

日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７
　

日
１８
　

日
１９
　

日
２０
　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２５
　

日
２６
　

日
２７
　

日
２８
　

日
２９
　

日
３０
　

日
３１○

：
空
室
あ
り　
△
：
空
室
少
し　
×
：
満
室

3月の行事
親子ふれあい体験教室（６日
＝よもぎだんご作り）、天体
教室＝１９日
６月分の予約
３月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
http://koganei-kiyosato.com/
問合先　清里山荘（☎０５５１－
４８－４６４９）

FAX

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
祝
）

（
休
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

一
般
棟

○○○○×○○○○×○○○○○○××○××○○×○××

団
体
棟

 

休
館
日

冬季期間（１１月〜３月）は、暖房設備がないため閉鎖

 

休
館
日

　戦争の記憶を風化させることなく後世に伝
え、命の尊さについて改めて考え、未来の子
どもたちに平和を引き継いでいくため、３月
１０日を「小金井平和の日」と定めています。
これを記念し、平和意識の高揚を図るための
記念行事を開催します。
　午前の部では、作文コンクールの表彰およ
び朗読（中学生の部・小学生以下の部）のほ
か、戦争体験のある市民の方による体験談の
発表等を行います。
　午後の部では、小金井市観光大使のEverly
（エバリー）による平和をテーマにした音楽
会を行います。
と　き　３月６日（日）
渇　午前の部＝午前１０時〜１１時４５分（９時３０
分受付開始）
渇　午後の部＝午後１時３０分〜２時３０分（１
時受付開始）
ところ　小金井　宮地楽器ホール（小金井市
民交流センター）小ホール
定　員　１００人（当日先着順）
問合先　広報秘書課広聴係（☎０４２−３８７−
９８１８）

　

建
物
や
風
景
を
撮
影
す
る
際
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
火
）
午
前

１５

　

時
～
午
後
２
時
、　

日
（
火
）

１０

２９

午
後
１
時
～
３
時
（
全
２
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
ほ

か講　

師　

石
原
恙
逸
さ
ん
（
フ
ォ

ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１７

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

０４２

３８５

 
〈
地
域
の
仕
事
を
知
る 

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の 

し
ご
と
〉

　

市
内
に
あ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

映
画
制
作
会
社
の
方
に
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
が
映
像
と
し
て
動
き
出

す
過
程
や
、
仕
事
の
裏
話
を
お
聞

き
し
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
午
後

１２

２
時
～
４
時　

講　

師　

西
村
由
美
子
さ
ん
（
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
制
作
会
社
イ

ベ
ン
ト
事
業
室
員
）

若
者
に
よ
る
自
主
講
座

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
～　

歳
く
ら
い
の
方

２５

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

〈
お
菓
子
づ
く
り　
 de

女
子
会
！
〉

　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
素
材
を
中
心
に
、

心
に
も
体
に
も
優
し
い
お
菓
子
を

作
り
な
が
ら
、
楽
し
く
お
話
し
ま

し
ょ
う
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
午
後

１２

５
時
～
７
時　

講　

師　

庄
司
淑
子
さ
ん
（
料
理

研
究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
高
校
生
世
代
～　

歳
く
ら
い

２５

の
女
性
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１６

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

４００

〈
手
づ
く
り
シ
ー
ル　
 de

デ
コ
ろ
う
！
〉

　

自
分
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
シ
ー
ル
で
文
房
具
を
彩
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月　

日
（
日
）
午
後

２０

１
時
～
３
時　

講　

師　

な
か
じ
ま
ま
さ
え
さ
ん

（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
校
４
年
生
～　

歳
く
ら

２５

い
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

５００

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電

１７

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

 　

英
国
が
生
ん
だ
ア
カ
ペ
ラ
の
王

様
。
結
成
か
ら
半
世
紀
近
く
に
わ

た
り
頂
点
に
君
臨
し
、
今
な
お
世

界
中
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い

る
男
声
ヴ
ォ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
の

公
演
で
す
。

と　

き　

６
月
３
日
（
金
）
午
後

７
時
開
演

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
大
ホ
ー
ル

出　

演　

ザ
・
キ
ン
グ
ズ
・
シ
ン

ガ
ー
ズ

 
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

ザ
・
キ
ン
グ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
ズ

市
内
先
行
受
付

CChris O.Donovan

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

Ｓ
席
５
千
円
、

Ａ
席
４
千
円
、
学
生
席
２
千
円

そ
の
他　

▽
重
複
応
募
や
記
入
事

項
不
備
、
指
定
期
間
外
到
着
の
申

込
無
効
。
▽
座
席
位
置
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
▽
友
の
会
の
割
引

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
▽
一
般

発
売
日
は
２
月　

日
（
日
）
か
ら

２８

で
す
。
▽
未
就
学
児
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

２
月　

日
～　

日

１７

２３

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
公

演
名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数

（
１
人
２
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

（
市
内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務

先
名
ま
た
は
学
校
名
）
を
明
記

し
、
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

「
市
内
先
行
チ
ケ
ッ
ト
係
」
（
〒

　

儿
０
０
０
４
本
町
６
儿　

儿　

１８４

１４

４５

☎　

儿　

儿
８
０
９
９
）
へ
。

０４２

３８０

 
〈
事
業
内
容
展
示
〉

　

今
年
度
、
市
立
小
学
校
や
市
立

保
育
園
で
行
っ
た
事
業
に
つ
い

て
、
パ
ネ
ル
、
作
品
、
映
像
等
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て
展
示
を

行
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
４
日
（
金
）
～
９

日
（
水
）

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
ス
ペ
ー
ス

Ｂ
・
Ｃ
、
ス
ペ
ー
ス
Ｎ

〈
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 

儿talking
café

2015

                  

「
ま
ち
は
み
ん
な
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
２
０
１
５
！
」〉

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
私
た

ち
と
芸
術
文
化
の
出
会
い
方
、
は

ぐ
く
み
方
や
、
地
域
の
資
源
を
つ

平
成　

年
度
小
金
井
市

２７

芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進

事
業
成
果
展
示

ま
ち
は
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
！
儿
２
０
１
５
年
度

小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
！
の
実
践

な
ぎ
、
見
慣
れ
た
日
常
や
フ
ィ
ー

ル
ド
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
か
え
て

い
く
、
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
表

現
の
可
能
性
と
方
法
を
、
著
述
家

の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
さ
ん
、
地
域
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
鈴
木
一
朗
太
さ
ん
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
服
部
浩
之
さ
ん
を
迎
え
、

ア
ー
ト
と
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
６
日
（
日
）
午
後

５
時　

分
～
７
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
ス
ペ
ー
ス
Ｎ

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

内
容
に
つ
い
て
＝
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ

ン
（
☎　

儿
３
６
２
７
儿
９
５
３

０５０

１
）
、
計
画
全
体
に
つ
い
て
＝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進
係

（
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７

 
と　

き　

３
月　

日
（
土
）
１
午

１２

前　

時
～　

時　

分
２
午
後
２
時

１０

１１

３０

～
３
時　

分
３０

講　

師　

宇
田
川
一
美
さ
ん
（
雑

貨
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

対　

象　

１
小
学
生
（
小
学
校
４

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
２
中

学
生
以
上

定　

員　

各
８
人
（
多
数
抽
選
）

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

５００

申
込
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

２９

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
（
学
年
）・
電
話

番
号
・
返
信
先
（
住
所
、
フ
ァ
ク

ス
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

い
ず
れ
か
）
を
明
記
し
、
同
美
術

館
へ
。

問
合
先　

市
立
は
け
の
森
美
術
館

（
〒　

儿
０
０
１
２
中
町
１
儿　

１８４

１１

儿
３
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
＝
午

０４２

３８４

前　

時
～
午
後
５
時
、 
　

儿　

１０

０４２

３８１

儿
５
２
８
１
死s0

3
0
9
9
9
@
k
o

gan
ei-sh

i.jp

）

市
立
は
け
の
森
美
術
館

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
封
筒
で
つ

く
る
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
」

FAX

小金井平和の日
記念行事を開催

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ルル

カ
メ
ラ
初
級
者
講

カ
メ
ラ
初
級
者
講
座座




